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(57)【要約】
【課題】遊技領域の裏側を流下する遊技球の通路をコン
パクトにする。
【解決手段】本開示の遊技機１０では、右側流下領域Ｒ
３を流下した遊技球は、各入賞口等（２１，３２，３４
～３６）、又はアウト口１９Ｂに入球した遊技球は、連
通孔１５Ａ１～１５Ａ５から第１入賞通路４４、第２入
賞通路４５、第３入賞通路４６、第４入賞通路４７、第
５入賞通路４８又は第６入賞通路４９を流下してから共
通入賞通路４３に合流し、アウト口（１９Ｃ，１９Ｄ）
に入球した遊技球は、連通孔１５Ａ６，１５Ａ７からそ
のまま共通入賞通路４３を流下する。即ち、右側流下領
域Ｒ３を流下した遊技球は、各入賞口等（２１，３２，
３４～３６）、又はアウト口（１９Ｂ～１９Ｄ）の何れ
に入球しても、遊技球は共通入賞通路４３を流下してか
ら遊技板１１の下端部に到達するようになっている。
【選択図】図１２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技球が流下可能な遊技領域を前面に有する遊技板と、
　前記遊技領域に配され、遊技球が入賞可能な複数の入賞口と、
　前記遊技板の裏側に配され、前記入賞口に入賞した遊技球を下方に流下させる入賞通路
が形成された入賞樋と、を備える遊技機において、
　前記入賞樋は、前記複数の入賞口と連通し、それぞれに対して別個に設けられた複数の
個別入賞通路と、前記複数の個別入賞通路が合流する共通入賞通路と、が形成されている
遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、遊技機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種の遊技機として、入賞口に入賞した遊技球を遊技領域の裏側に取り込み、
別々のルートに通して、遊技領域の下端部で合流させるものが知られている（例えば、特
許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００６－２８０６１０号公報（段落[００４４］、［００６４］、
［００６５］、図９，１１）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記した従来の遊技機に対し、遊技領域の裏側を流下する遊技球の通路
をコンパクトにすることが求められている。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記課題を解決するためになされた請求項１の発明は、遊技球が流下可能な遊技領域を
前面に有する遊技板と、前記遊技領域に配され、遊技球が入賞可能な複数の入賞口と、前
記遊技板の裏側に配され、前記入賞口に入賞した遊技球を下方に流下させる入賞通路が形
成された入賞樋と、を備える遊技機において、前記入賞樋は、前記複数の入賞口と連通し
、それぞれに対して別個に設けられた複数の個別入賞通路と、前記複数の個別入賞通路が
合流する共通入賞通路と、が形成されている遊技機。である。
【発明の効果】
【０００６】
　上記発明によれば、複数の開閉入賞口に入賞した遊技球が入賞樋を共通して通過するの
で、遊技領域の裏側を流下する遊技球の通路をコンパクトにすることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本開示の一実施形態に係る遊技機の正面図
【図２】遊技板の正面図
【図３】右側流下領域の拡大図
【図４】確変状態と非確変状態とを説明するためのテーブル
【図５】時短状態と非時短状態とを説明するためのテーブル
【図６】特別図柄の変動時間を説明するためのテーブル
【図７】遊技機の電気的構成を示すブロック図
【図８】入賞カバー部、遊技板及び入賞ベース部の分解斜視図
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【図９】入賞カバー部の前方斜視図
【図１０】入賞カバー部の拡大後方斜視図
【図１１】前壁部材の前方斜視図
【図１２】前壁部材の後方斜視図
【図１３】後壁部材の前方斜視図
【図１４】左打ち状態の遊技板の正面図
【図１５】顔出現演出中の遊技板の正面図
【図１６】顔出現演出中の裏側筐体の正面図
【図１７】顔出現演出中の裏側筐体の斜視図
【図１８】第２状態のメイン演出部材
【図１９】第２演出部材の断面図
【図２０】顔出現演出中の裏側筐体の内部の斜視図
【図２１】顔出現演出中の裏側筐体の上部拡大図
【図２２】第２状態のメイン演出部材の上部拡大図
【図２３】第１状態のメイン演出部材の背面図
【図２４】第２状態のメイン演出部材の背面図
【図２５】左打ち状態の裏側筐体の正面図
【図２６】確変非時短状態の裏側筐体の正面図
【図２７】メイン演出部材のトーションバネ周辺の拡大図
【図２８】第２状態のメイン演出部材のトーションバネ周辺の拡大図
【図２９】第１状態のメイン演出部材のトーションバネ周辺の拡大図
【図３０】確変非時短状態の遊技板の正面図
【図３１】門型固定ベースの正面図
【図３２】直動部材（右側）の斜視図
【図３３】直動部材（左側）の斜視図
【図３４】ガイド部（右側上方）の斜視図
【図３５】フォトセンサと直動部材（右側）の側面図
【図３６】フォトセンサと直動部材（左側）の側面図
【図３７】中間ガイド部の正面図
【図３８】表示装置が第１位置に配されている状態の正面図
【図３９】表示装置が第２位置に配されている状態の正面図
【図４０】表示装置が第２位置に配されている状態の背面図
【図４１】表示装置が第２位置に配されている状態の背面図
【図４２】表示装置が第１位置に配されている状態の駆動ベースの背面図
【図４３】表示装置が第２位置に配されている状態の駆動ベースの背面図
【図４４】駆動ベースの下部の断面図
【図４５】表示装置が第１位置に配されている状態の背面図
【図４６】モニタベース板の正面図
【図４７】長孔近傍の正面図
【図４８】結合ピンが着脱位置に配された状態のモニタベース板の正面図
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　以下、本開示の遊技機１０について図１～４８に基づいて説明する。遊技機１０はパチ
ンコ遊技機であって、図１に示されるように、前側が前面枠１０Ｚにて覆われており、そ
の前面枠１０Ｚに形成されたガラス窓１０Ｗを通して遊技板１１の遊技領域Ｒ１が視認可
能になっている。なお、以下の説明において、特記しない限り「右」及び「左」とは、遊
技機１０を前方から見た場合の「右」及び「左」を指すものとする。
【０００９】
　前面枠１０Ｚのうちガラス窓１０Ｗより下方には、上皿２６と下皿２７が上下２段にし
て設けられ、下皿２７の右側には操作ハンドル２８が設けられている。操作ハンドル２８



(4) JP 2021-106708 A 2021.7.29

10

20

30

40

50

を回動操作すると、上皿２６に収容された遊技球が遊技領域Ｒ１に向けて弾き出される。
【００１０】
　図２に示されるように、遊技領域Ｒ１は全体が略円形状となっていて、ガイドレール１
２により囲まれている。遊技板１１のうち遊技領域Ｒ１の中央には、表示開口１１Ｈが貫
通形成され、この表示開口１１Ｈを通して、表示装置１３の表示画面１３Ｇが前方に臨ん
でいる。
【００１１】
　表示開口１１Ｈの開口縁には、表示画面１３Ｇを囲むように規制枠部材２３が取り付け
られている。規制枠部材２３は、遊技板１１の前面側から表示開口１１Ｈに嵌め込まれて
遊技板１１の前面から突出して表示開口１１Ｈの内側に張り出して、遊技領域Ｒ１を流下
する遊技球が規制枠部材２３の内側に進入することを規制している。また、規制枠部材２
３は、表示開口１１Ｈの外縁部から外側に張り出して遊技板１１の前面から重ねられる遊
技領域内突壁２３Ｔを備えている。
【００１２】
　表示開口１１Ｈは、遊技領域Ｒ１の横方向の中間且つ上端寄り部分に配置され、遊技領
域のうち規制枠部材２３の左側と右側と下側に、遊技球が流下可能な左側流下領域Ｒ２と
右側流下領域Ｒ３と下側流下領域Ｒ４が形成されている。また、規制枠部材２３の上部に
は、ガイドレール１２に沿って円弧状に延びた上側円弧壁２５が備えられ、この上側円弧
壁２５とガイドレール１２との間に、遊技球が１つずつ通過可能な上側連絡流路２５Ｒが
形成されている。上側連絡流路２５Ｒを通過した遊技球は、遊技領域Ｒ１の右側流下領域
Ｒ３を流下するようになっている。
【００１３】
　規制枠部材２３の下辺部に備えられた遊技領域内突壁２３Ｔには遊技球が転動可能なス
テージ２４が形成されている。ステージ２４は、左右方向の両端部から中央に向かって下
り傾斜していて、その最下端部には、遊技球を１つずつ排出可能な排出部２４Ａが３つ形
成されている。
【００１４】
　規制枠部材２３の左辺の下端部には、左側流下領域Ｒ２を流下する遊技球を、規制枠部
材２３の内側に取り込むためのダクト２９が備えられている。ダクト２９の内部は、遊技
球が１つずつ通過可能な大きさをなし、ダクト２９を通過した遊技球は、ステージ２４の
左端から放出されて、ステージ２４上を左右に転動する。また、ステージ２４上で転動し
終えた遊技球は、排出部２４Ａから下側流下領域Ｒ４に流下する。
【００１５】
　下側流下領域Ｒ４には、ステージ２４の中央部の真下に、第１の普図始動入賞口３１が
設けられている。３つの排出部２４Ａのうち真ん中の排出部２４Ａから下側流下領域Ｒ４
に排出された遊技球は、第１の普図始動入賞口３１に入賞し易くなっている。第１始動入
賞口３１は、所謂、ポケット構造をなして遊技球が１つずつ入球可能な大きさで上方に開
口している。なお、下側流下領域Ｒ４の最下端部には前方に開口したアウト口１９Ａが設
けられている。
【００１６】
　第１始動入賞口３１の左側方には、ガイドレール１２に沿って複数の一般入賞部２０が
設けられている。一般入賞口２０も、第１始動入賞口３１と同様にポケット構造をなし、
遊技球１球分の幅で上方又は側方に開放している。
【００１７】
　図３に示されるように、右側流下領域Ｒ３には、上側連絡流路２５Ｒを通過した遊技球
の全てが通過する共通通路５０が設けられている。共通通路５０は遊技球が１つだけ通過
可能な幅をなして右斜め下方に延びている。共通通路５０の出口の下方には、遊技球が潜
って通過可能な門形構造をなす始動ゲート３０が設けられている。共通通路５０から放出
された遊技球の殆どは始動ゲート３０に入賞するようになっている。始動ゲート３０を通
過しなかった遊技球は、始動ゲート３０の左斜め上方に設けられた一般入賞口２１又はア
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ウト口１９Ｂに入球するようになっている。なお、一般入賞口２１及びアウト口１９Ｂは
、ポケット構造をなし、遊技球１球分の幅で上方又は側方に開口している。
【００１８】
　始動ゲート３０を遊技球が通過すると、普通図柄当否判定（以下、「普図判定」という
。）が行われる。普図判定が行われると、普図判定表示部３０Ｈ（図７参照）にて普通図
柄が変動表示され、所定時間経過後に、停止表示される。そして、停止した普通図柄によ
って普図判定の結果が表示される。
【００１９】
　普通図柄の変動中に始動ゲート３０を遊技球が通過した場合、その通過に起因した普図
判定に関する情報（具体的には、普図判定の結果表示とそれに伴う図柄変動）は、予め設
定された保留上限数まで保留される。そして、実行中の普通図柄の変動が終了すると、保
留が１つ消化されて、保留されていた普通図柄の変動と判定結果の表示が行われる。普図
判定に関する情報の保留（以下、「普図保留」と呼ぶ。）の保留上限数は、例えば、４つ
である。なお、複数の普図保留がある場合、普図保留は、発生順に消化される。
【００２０】
　図２に示されるように、始動ゲート３０の下方には、第１の大入賞口３５と第２の大入
賞口３６とが上下に並べて設けられている。第１及び第２の大入賞口３５，３６は、遊技
球の直径の２～４倍の範囲に亘って上側に開放され、通常はそれぞれ可動扉３５Ｔ，３６
Ｔにて閉塞されている。可動扉３５Ｔ，３６Ｔは、遊技板１１の前面から突出した突出位
置と、該突出位置より突出が抑えられた退避位置と、の間をスライド可能に構成されてい
る。そして、可動扉３５Ｔ，３６Ｔが退避位置に配置されたときに、第１及び第２の大入
賞口３５，３６が開放されて遊技球が第１及び第２の大入賞口３５，３６に入球可能とな
る。そして、可動扉３５Ｔ，３６Ｔが突出位置に配置されたときに、第１及び第２の大入
賞口３５，３６が閉塞されて遊技球が第１及び第２の大入賞口３５，３６に入球困難とな
る。このとき、可動扉３５Ｔ，３６Ｔの上面は左下がりに傾斜し、遊技球を右から左へと
転動させる。
【００２１】
　また、第１大入賞口３５と第２大入賞口３６の間には第２始動入賞口３２が設けられて
いる。第２始動入賞口３２も、第１及び第２の大入賞口３５，３６と略同じ幅で上側に開
放し、可動扉３２Ｔによって開閉可能となっている。そして、可動扉３２Ｔが退避位置に
配置されたときに、第２始動入賞口３２が開放されて遊技球が入球可能となる一方、可動
扉３２Ｔが突出位置に配置されたときに、第２始動入賞口３２が閉塞されて入球困難とな
る。このとき、可動扉３２Ｔの上面は右下がりに傾斜し、遊技球を左から右へと転動させ
る。第２始動入賞口３２は、上述した普図判定が当りになると開放される。
【００２２】
　なお、第２始動入賞口３２の左側方にはポケット構造をなし、遊技球１球分の幅で上方
に開口したアウト口１９Ｃが設けられている。
【００２３】
　右側領域Ｒ３の下端部には、特別始動入賞口３３と演出用入球部３４とが上下に並べて
配置されている。特別始動入賞口３３は、始動ゲート３０と同様に、遊技球が潜って通過
可能な門形構造をなしている。
【００２４】
　演出用入球部３４は、特別始動入賞口３３に入球した遊技球が流下する領域に配され、
特別始動入賞口３３に入球した遊技球のみが入球可能となっている。また演出用入球部３
４は、特別始動入賞口３３の右斜め下方に配置され、遊技板１１の前面に開口して、遊技
球の直径の２～４倍の範囲の横長の長方形をなしている。そして、その下縁部を中心に回
動する開閉扉３４Ｔによって通常は閉塞され、開閉扉３４Ｔが前方に倒れたときに、遊技
球を遊技板１１の後面側に案内する。
【００２５】
　次に、右側流下領域Ｒ３を流下する遊技球の流下経路について説明する。図３に示すよ
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うに、始動ゲート３０を通過した遊技球は、遊技球を第１大入賞口３５に向かわせる第１
流下通路５１に連絡されている。第１流下通路５１は遊技領域Ｒ１の外縁部に沿って下方
に延びており、下端部には、左下がりに傾斜した傾斜面５７が備えられている。第１流下
通路５１を通過した遊技球は、第１大入賞口３５が開放状態のときには、第１大入賞口３
５に入球し、閉塞状態のときには、遊技球は第１大入賞口３５に入球しないで、可動扉３
５Ｔの上面を転動し、第２流下通路５２に連絡される。第２流下通路５２は、下端部で遊
技球を第２始動入賞口３２に向かわせる第３流下通路５３とアウト口１９Ｃに向かわせる
逸脱通路５４に連絡されている。
【００２６】
　第２流下通路５２の下端部には、僅かに右下がりに傾斜した傾斜面５８が備えられてい
る。このため、第２流下通路５２を通過した遊技球は、第３流下通路５３に案内されやす
くなっている。第３流下通路５３を通過した遊技球は、第２始動入賞口３２が開放状態の
ときには、第２始動入賞口３２に入球し、第２始動入賞口３２が閉塞状態のときには、第
２始動入賞口３２に入球しないで、可動扉３２Ｔの上面を転動し、第４流下通路５５に連
絡される。
【００２７】
　第４流下通路５５は遊技領域Ｒ１の外縁部に沿って下方に向かって延びており、遊技球
を第２大入賞口３６に向かわせる。第４流下通路５５の下端部には、左下がりに傾斜した
傾斜面５９が備えられている。第４流下通路５５を通過した遊技球は、第２大入賞口３６
が開放状態のときには、第２大入賞口３６に入球し、第２大入賞口３６が閉塞状態のとき
には、遊技球は第２大入賞口３６に入球しないで、可動扉３６Ｔの上面を遊技球が転動し
、第５流下通路５６に連絡される。
【００２８】
　従って、右側流下領域Ｒ２を遊技球が第１流下通路５１から第５流下通路５６まで流下
するのは、各入賞口（３２，３５，３６）が閉塞されて、可動扉（３２Ｔ，３５Ｔ，３６
Ｔ）上を遊技球が転動可能となったときだけである。例えば、第１大入賞口３５が開放し
ているときは、遊技球の殆どが第１大入賞口３５に入球し、第１大入賞口３５の下流側の
第２流下通路５２に到達することが困難であり、第２始動入賞口３２が開放しているとき
は、遊技球の殆どが第２始動入賞口３２に入球し、第２始動入賞口３２の下流側第４流下
通路５５に到達することが困難である。
【００２９】
　また、第５流下通路５６の下端部には、特別始動入賞口３３が配置されている。第５流
下通路５６から放出された遊技球は特別始動入賞口３３に入賞するか、特別始動入賞口３
３の左方に向かい、アウト口１９Ａに入球する。
【００３０】
　特別始動入賞口３３を通過した遊技球は、その下方に配置された演出用入球部３４に入
球するか、演出用入球部３４の左下に上下に並べて設けられた取り込み口３３Ｘから遊技
板１１の後側へ向かう。
【００３１】
　なお、遊技領域Ｒ１には、遊技球の流下方向をランダムに変更するための図示しない障
害釘が多数植設されている。
【００３２】
　遊技領域Ｒ１を流下する遊技球が各入賞口に入賞（入球）すると、その入賞数に応じた
賞球が遊技機１０の前面の上皿２６（図１参照）に払い出される一方、演出用入球部３４
に遊技球が入賞（入球）した場合には、賞球は払い出されない。また、何れの入賞口及び
演出用入球部３４にも入賞しなかった遊技球は、アウト口１９Ａ～１９Ｃに取り込まれて
、遊技領域Ｒ１の外側に排出される。次に詳細を説明する。
【００３３】
　各始動入賞口３１～３３に遊技球が入球又は通過すると、１個の入球につき所定数の遊
技球が賞球として上皿２６に払い出されると共に、特別図柄当否判定（以下、「特図判定
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」という。）が行われる。特図判定の結果は、特図判定表示部３７Ｈ（図７参照）と表示
画面１３Ｇに表示される。以下では、第１始動入賞口３１に基づく特図判定と第２始動入
賞口３２及び特別始動入賞口３３に基づく特図判定とを、第１特図判定と第２特図判定と
称して適宜区別することにする。
【００３４】
　表示画面１３Ｇにおける特図判定の結果は、以下の判定報知演出において表示される。
即ち、図２に示すように、表示画面１３Ｇには、通常、３つの左、中、右の特別図柄１３
Ａ～１３Ｃが横並びに停止表示されている。各特別図柄は、例えば、「０」～「９」の数
字を表記した複数種類のもので構成されており、各特別図柄ごと、所定の種類のものが停
止表示されている。特図判定が行われると、３つの特別図柄１３Ａ～１３Ｃが、上下方向
にスクロール表示（変動表示）され、所定時間経過後に、例えば、左、右、中の順に停止
表示される。そして、停止した特別図柄の組合せにより、特図判定の結果を表示するよう
になっている。
【００３５】
　表示画面１３Ｇに特図判定の結果が大当りであることが表示されると、遊技状態が大当
り遊技状態になって、大当り遊技が実行され、第１大入賞口３５が開放されて遊技球が入
球可能となる。第１大入賞口３５に遊技球が入球すると、所定数の遊技球が賞球として上
皿２６に払い出される。第１大入賞口３５が開放されてから閉塞されるまでの動作を「ラ
ウンド」と称すると、１回の大当り遊技は、所定回数のラウンドが実行されるまで継続す
る。１回のラウンドは、第１大入賞口３５の開放時間が所定時間（例えば、２９秒）に達
したこと、又は、第１大入賞口３５に遊技球が所定個数（例えば、１０個）入賞したこと
、の何れかが先に成立したときに終了する。第１大入賞口３５の内部には、入賞センサ（
図示せず）が設けられており、入賞球数をカウントする。
【００３６】
　また、表示画面１３Ｇに特図判定の結果が小当りであることが表示されると、遊技状態
が小当り遊技状態になって、小当り遊技が実行される。小当り遊技では、第２大入賞口３
６が開放される。第２大入賞口３６に遊技球が入球すると、所定数の遊技球が賞球として
上皿２６に払い出される。第２大入賞口３６の開放時間は、大当り遊技における第１大入
賞口３５の開放時間よりも短くなっていて、１回の小当り遊技での出玉は、１回の大当り
遊技での出玉よりも少なくなっている。
【００３７】
　ここで、特別図柄の変動中、小当り遊技中又は大当り遊技中に各始動入賞口３１～３３
に遊技球が入球した場合、その入球に起因した特図判定に関する情報（具体的には、特図
判定の結果表示とそれに伴う図柄変動）は、予め設定された保留上限数まで保留される。
そして、実行中の図柄変動、小当り遊技又は大当り遊技が終了すると、保留が１つ消化さ
れて、保留されていた図柄変動と結果表示が行われる。ここで、第１特図判定に関する情
報の保留と第２特図判定に関する情報の保留を、第１特図保留と第２特図保留と称して適
宜区別することにすると、保留上限数は、第１特図保留と第２特図保留のそれぞれについ
て設定されていて、例えば、第１特図保留と第２特図保留とがそれぞれ４つずつ発生可能
になっている。第１特図保留と第２特図保留の数は、例えば、表示画面１３Ｇの保留表示
部１３Ｈに表示されることで遊技者に認識可能となっている。
【００３８】
　さて、遊技機１０では、特図判定の確率に関して、当りとなる確率が低い「非確変状態
」と、当りとなる確率が高い「確変状態」と、の２つの設定がある。図４には、遊技機１
０における大当り確率と小当り確率の一例が示されていて、非確変状態では、第１特図判
定での大当り確率と小当り確率は、１／３００と０になっていて、第２特図判定での大当
り確率と小当り確率は、１／３００と０になっている。確変状態では、第１特図判定での
大当り確率と小当り確率は、１０／３００と０になっていて、第２特図判定での大当り確
率と小当り確率は、１０／３００と２００／３００になっている。つまり、大当り確率は
、第１特図判定であるか第２特図判定であるかに関わらず、非確変状態よりも確変状態に
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おいて高くなっている。また、小当りは、確変状態における第２特図判定でのみ発生する
ように設定されている。なお、非確変状態における第２特図判定での小当り確率は、２０
０／３００であってもよい。
【００３９】
　また、遊技機１０では、第２始動入賞口３２への入球が発生しにくい「非時短状態」と
、第２始動入賞口３２への入球が発生しやすい「時短状態」との２つの設定がある。詳細
には、図５に示すように、「非時短状態」のときは、普通図柄の変動時間が１０秒に設定
され、普図判定の当り確率が１／１０に設定されているのに対し、「時短状態」のときは
、普通図柄の変動時間が０．１秒に設定され、普図判定の当り確率が１０／１０に設定さ
れている。このように、「非時短状態」よりも「時短状態」の方が、普図判定が行われる
頻度及び当り確率が高くなると共に、第２始動入賞口３２が開放する頻度が高くなる。さ
らに、第２始動入賞口３２の開放時間も、「非時短状態」よりも「時短状態」の方が長く
なっている（「非時短状態」では１秒、「時短状態」では３秒）。
【００４０】
　本実施形態では、大当り遊技状態及び小当り遊技状態以外の遊技状態として、非確変状
態でかつ非時短状態である非確変非時短状態（適宜、「通常状態」という）と、確変状態
でかつ時短状態である確変時短状態と、確変状態でかつ非時短状態である確変非時短状態
と、の３種類の遊技状態が存在する。遊技状態の制御は、主制御回路６０（図７参照）に
よって行われる。
【００４１】
　また、本実施形態では、特別図柄の変動時間が、第１特図判定であるか第２特図判定で
あるか、及び、遊技状態によって異なっている。図６に示すように、第１特図判定での特
別図柄の変動時間は、遊技状態に拘わらず、１０～６０秒に設定されている。一方、第２
特図判定での特別図柄の変動時間は、通常状態では１０分に設定され、確変時短状態では
、４秒に設定され、確変非時短状態では、１～８秒に設定されている。また、第１特図保
留と第２特図保留とが両方ある場合、確変時短状態及び確変非時短状態では、第２特図保
留が優先して消化され、通常状態では、第１特図保留が優先して消化される。なお、通常
状態では、第１特図判定の変動と第２特図判定の変動とが同時に行われるように構成され
ていてもよい。
【００４２】
　次に、本実施形態の遊技機１０の遊技の流れについて説明する。遊技機１０の最初の遊
技状態は、通常状態となっている。遊技状態の移行は、大当りを契機にして行われる。具
体的には、大当りには、大当り遊技の終了後に確変時短状態となる第１特典付き大当りと
、大当り遊技の終了後に確変非時短状態となる第２特典付き大当りと、大当り遊技の終了
後に確変時短状態と確変非時短状態とのどちらにもならない（即ち、通常状態となる）特
典無し大当りと、の３種類が存在する。どの大当りであるかは、特図判定の判定値（大当
り乱数）によって決定される。
【００４３】
　通常状態では、遊技領域Ｒ１の左側流下領域Ｒ２に遊技球を流下させて、第１始動入賞
口３１への入球により第１特図判定を受ける。そして、第１特図判定で例えば第１特典付
き大当りに当選すると、確変時短状態となる。
【００４４】
　なお、通常状態において、右打ちをして遊技球が潜って通過可能な門形構造である特別
始動入賞口３３を狙うことも考えられるが、上述したように、通常状態における第２特図
判定での特別図柄の変動時間は１０分に設定されている。即ち、通常状態において右打ち
をして第２特図判定を狙うと１０分に１度しか特図判定が行われないので、通常状態では
、右打ちをして特別始動入賞口３３を狙うことはしないで、左打ちをして第１始動入賞口
３１を狙い、第１特図判定を受けるのが遊技者にとって有利となる。
【００４５】
　確変時短状態では、通常状態よりも第２始動入賞口３２への入球が発生しやすく、かつ
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、第２特図判定の特別図柄の変動時間も４秒と短く設定されているので、遊技領域Ｒ１の
右側流下領域Ｒ３に遊技球を流下させて、第２始動入賞口３２への入球により第２特図判
定を頻繁に受けることができる。
【００４６】
　確変時短状態では、第２特図判定における小当り確率が２００／３００になっていて、
頻繁に小当りに当選して第２大入賞口３６が開放する小当り遊技が行われる。しかしなが
ら、本実施形態では、第２始動入賞口３２を開放するために可動扉３２Ｔが退避位置に配
置されている時間が長いため、遊技領域Ｒ１の右側流下領域Ｒ３を流下した遊技球は、第
１大入賞口３５を閉鎖する可動扉３５Ｔ上を転動した後、第２流下通路５２を通過し、殆
どが第２始動入賞口３２に入球することとなる。すなわち、第２大入賞口３６へ案内する
第４流下経路５５に到達することができず、第２大入賞口３６への入賞がほとんど発生し
なくなってしまう。従って、確変時短状態は、小当り遊技での賞球がほとんど期待できな
いため、頻繁に行われる第２特図判定で１０／３００の確率の大当りを狙うゲーム性とな
っている。なお、上述したように、確変時短状態では、遊技領域Ｒ１の右側流下領域Ｒ３
を流下した遊技球の殆どが第２始動入賞口３２に入球するため、特別始動入賞口３３によ
る第２特図判定はほどんど行われない。
【００４７】
　第１特図判定で例えば第２特典付き大当りに当選すると、確変非時短状態となる。確変
非時短状態では、第２始動入賞口３２への入球しのやすさは通常状態と変わらないが、第
２特図判定の特別図柄の変動時間が１～８秒と通常状態よりも短く設定されているので、
通常状態よりも第２特図判定が行われる頻度が高くなる。さらに、第２特図判定が行われ
る頻度が第１特図判定が行われる頻度よりも高いため、確変非時短状態では、遊技領域Ｒ
１の右側流下領域Ｒ３に遊技球を流下させて、第２始動入賞口３２か特別始動入賞口３３
への入球により第２特図判定を受けることが遊技者にとって有利となる。実質的には、第
２始動入賞口３２は長時間閉塞されているので、特別始動入賞口３３への入球により第２
特図判定を受けることとなる。
【００４８】
　確変非時短状態では、確変時短状態と同様、第２特図判定における小当り確率が２００
／３００になっていて、頻繁に小当りに当選して第２大入賞口３６が開放する小当り遊技
が行われる。そして、確変非時短状態では、確変時短状態よりも第２始動入賞口３２が可
動扉３２Ｔにより閉鎖されている時間が長いため、遊技球が、可動扉３２Ｔ上を転動して
、第４流下経路５５を通過し、第２大入賞口３６へ入球し、賞球を受けることが可能とな
る。つまり、確変非時短状態は、第２特図判定で、１０／３００の確率の大当りを狙いつ
つ、２００／３００の確率の小当りを引き続け、小当り遊技での賞球を獲得していくゲー
ム性になっている。
【００４９】
　また、本実施形態では、特別始動入賞口３３に遊技球が通過すると、所定数の遊技球が
賞球として上皿２６に払い出されて第２特図判定が行われるだけではなく、演出用入球部
３４の開閉扉３４Ｔが前方に倒れて演出用入球部３４が所定時間（例えば、４秒）開放し
、遊技球が入球可能となる。演出用入球部３４に遊技球が入球した場合には、賞球は払い
出されず、演出用入球部３４への入球数に起因して後述する顔出現演出が行われる。
【００５０】
　図７には、遊技機１０の電気的な構成が示されている。同図において、符号６０は、主
制御回路６０であって、ＣＰＵ６０Ａ、ＲＡＭ６０Ｂ、ＲＯＭ６０Ｃ及び複数のカウンタ
を備えたマイクロコンピュータと、該マイクロコンピュータとサブ制御回路６２を結ぶ入
出力回路と、大入賞口等が接続された中継回路及び払出制御回路等を結ぶ入出力回路とを
備え、遊技に関わる主制御を行う。ＣＰＵ６０Ａは、当否判定部、制御部、演算部、各種
カウンタ、各種レジスタ、各種フラグ等を備え、演算制御を行う他、特図判定や普図判定
に関する乱数等も生成し、制御信号をサブ制御回路６２等へ出力（送信）可能に構成され
ている。ＲＡＭ６０Ｂは、ＣＰＵ６０Ａで生成される各種乱数値用の記憶領域、各種デー
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タを一時的に記憶する記憶領域やフラグ、ＣＰＵ６０Ａの作業領域を備える。ＲＯＭ６０
Ｃには、制御データ、特別図柄及び普通図柄の変動表示に関する図柄変動データ等が書き
込まれている他、特図判定及び普図判定の判定値、大当り遊技のラウンド数等が書き込ま
れている。なお、第１特図保留に係る第１特図判定の情報と第２特図保留に係る第２特図
判定の情報は、ＲＡＭ６０Ｂに記憶される。また、普図保留に係る普図判定の情報もＲＡ
Ｍ６０Ｂに記憶される。
【００５１】
　サブ制御回路６２は、主制御回路６０と同様に、ＣＰＵ６２Ａ、ＲＡＭ６２Ｂ、ＲＯＭ
６２Ｃ及び複数のカウンタを備えたマイクロコンピュータと、該マイクロコンピュータと
主制御回路６０を結ぶ入出力回路と、表示制御回路６４、音声制御回路６５、ランプ制御
回路６６等を結ぶ入出力回路を備えている。ＣＰＵ６２Ａは、制御部、演算部、各種カウ
ンタ、各種レジスタ、各種フラグ等を備え、演算制御を行う他、制御信号を表示制御回路
６４、音声制御回路６５、ランプ制御回路６６等へ出力（送信）可能に構成されている。
ＲＡＭ６２Ｂは、各種データの記憶領域とＣＰＵ６２Ａによる作業領域を有している。Ｒ
ＯＭ６２Ｃには、各種演出のデータ等が記憶されている。
【００５２】
　表示制御回路６４は、表示装置１３に設けられていて、ＣＰＵ、ＲＡＭ及びＲＯＭを有
している。表示制御回路６４のＣＰＵは、サブ制御回路６２から出力される制御信号に基
づき、画像データをＲＯＭから取得し、その画像データに基づいて表示画面１３Ｇに画像
を表示する。
【００５３】
　音声制御回路６５は、サブ制御回路６２から出力される制御信号に基づき、スピーカー
から発生される楽曲や音声の選択を行い、音声を制御する。
【００５４】
　ランプ制御回路６６は、役物に搭載された役物装飾ランプ等のランプに接続され、サブ
制御回路６２から出力されたランプの制御信号を中継するための基板である。
【００５５】
　さて、本実施形態では、遊技領域Ｒ１の右側流下領域Ｒ３は、図８に示されるように、
遊技板１１に、規制枠部材２３に一体形成された入賞カバー部１４と、入賞ベース部１５
とを組み付けることで構成されている。具体的には、遊技板１１のうち遊技領域Ｒ１には
、表示開口１１Ｈに連続する開口部１１Ｓが貫通形成され、この開口部１１Ｓを入賞カバ
ー部１４が前側から覆うように組み付けられる。そして、入賞ベース部１５は、遊技板１
１の後面から入賞カバー部１４に組み付けられる。つまり、入賞カバー部１４の後面と入
賞ベース部１５の前面に挟まれた遊技領域Ｒ１の開口部１１Ｓで右側流下領域Ｒ３が構成
される。
【００５６】
　入賞カバー部１４は、図９に示されるように、遊技板１１と略平行に配置されて、規制
枠部材２３の前端と面一に延びるカバー本体１４Ｖと、カバー本体１４Ｖの外縁部から後
側に延びて入賞ベース部１５に突き当てられる外周壁１４Ｗと、を有する。そして、カバ
ー本体１４Ｖの前方を遊技球が通過しないように構成されている。外周壁１４Ｗのうち左
側を向く部分は、規制枠部材２３の一部を構成している。なお、入賞カバー部１４は、透
明または半透明な材料で形成されている。
【００５７】
　図１０に示されるように、入賞カバー部１４のカバー本体１４Ｖの後面からは、後側に
延びて右側流下領域Ｒ３を区分けする側壁１６（１６Ａ～１６Ｇ）が複数突出形成されて
いる。これら側壁１６によって、右側流下領域Ｒ３に、上述の第１～第４流下通路及び逸
脱通路５１～５５、そして、第１大入賞口３５、第２始動入賞口３２、一般入賞口２１、
及びアウト口１９Ｂ，１９Ｃが形成される。
【００５８】
　具体的には、カバー本体１４Ｖのうち、上端部寄り位置には、遊技領域Ｒ１の内縁を構
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成する外周壁１４Ｗと隣接し、遊技板１１の遊技領域Ｒ１の外縁に向かって延びる側壁１
６Ａが形成されている。側壁１６Ａは、上方又は側方に開口した一般入賞口２１及びアウ
ト口１９Ｂを形成する。また、一般入賞口２１及びアウト口１９Ｂに入球した遊技球を下
端部で後方に案内する案内樋２１Ａ，１９ＢＡも形成する。
【００５９】
　側壁１６Ａの下方には、下方に延びてから遊技領域Ｒ１の内縁に向かって延びて外周壁
１４Ｗと隣接する側壁１６Ｂが形成されている。側壁１６Ｂは遊技領域Ｒ１の外縁を構成
する外周壁１４Ｗとの間で、第１流下通路５１を形成する。
【００６０】
　側壁１６Ｂの下方には、遊技領域Ｒ１の外縁を構成する外周壁１４Ｗと連続し、遊技領
域Ｒ１の内縁に向かって延びる側壁１６Ｃが形成されている。側壁１６Ｃは、第１の大入
賞口３５及び第１の大入賞口３５に遊技球を案内する傾斜面５７を形成する。
【００６１】
　さらに、側壁１６Ｃと隣接して下方に延び、さらに遊技領域Ｒ１の内縁に向かって延び
る側壁１６Ｄが形成されている。側壁１６Ｄは、第１の大入賞口３５に入球した遊技球を
下端部で後方に案内する案内樋３５Ａを形成する。
【００６２】
　また、側壁１６Ｄと遊技領域Ｒ１の内縁側で隣接し、上下方向に延びた後、遊技領域Ｒ
１の外縁に向かって延びて外周壁１４Ｗと隣接する側壁１６Ｅが形成されている。側壁１
６Ｅは遊技領域Ｒ１の内縁を構成する外周壁１４Ｗとの間で、第２流下通路５２を形成す
る。
【００６３】
　側壁１６Ｅの下方には、遊技領域Ｒ１の内縁を構成する外周壁１４Ｗと隣接して左右方
向に延びる側壁１６Ｆが形成されている。側壁１６Ｆは、第３流下通路５３、逸脱通路５
４、第２始動入賞口３２及び第２始動入賞口３２に遊技球を案内する傾斜面５８を形成す
る。また、アウト口１９Ｃの下端部で入球した遊技球を後方に案内する案内樋１９ＣＡも
形成する。
【００６４】
　また、側壁１６Ｆよりも遊技領域Ｒ１の外縁側寄り位置には、上下方向に延びてから遊
技領域Ｒ１の内縁に向かって延びて外周壁１４Ｗと隣接する側壁１６Ｇが形成されている
。側壁１６Ｇは、第２始動入賞口３２に入球した遊技球を下端部で後方に案内する案内樋
３２Ａを形成すると共に、遊技領域Ｒ１の外縁を構成する外周壁１４Ｗとの間で、第４流
下通路５５を形成する。
【００６５】
　なお、第２大入賞口３６はカバー本体１４Ｖの下端部寄り位置で、カバー本体１４Ｖと
入賞ベース部１５とに挟まれた空間で構成され、カバー本体１４Ｖの下端部の外周壁１４
Ｗにより、第２大入賞口３６に入球した遊技球を下端部で後方に案内する案内樋３６Ａが
形成されている。
【００６６】
　また、入賞カバー部１４には、カバー本体１４Ｖの後面から突出した係合突部１４Ｋが
第１流下通路５１の左方（図１０における右方）と側壁１６Ｅの右方（図１０における左
方）とに一体形成されている。
【００６７】
　入賞ベース部１５は、図８に示されるように、前後方向に扁平な箱状をなし、後方に開
放した前壁部材１５Ａと、前方に開放した後壁部材１５Ｂと、からなる。
【００６８】
　図１１に示すように、前壁部材１５Ａは、遊技板１１の後面に一部が重なる第１前面１
７Ａを有する前壁本体部１７と、第１前面１７Ａから前方に突出して遊技領域Ｒ１の開口
部１１Ｓに受容される入賞突部１８と、を備えている。入賞突部１８の前面１８Ａは、遊
技板１１の前面と面一に延び、入賞カバー部１４の外周壁１４Ｗの後端面が突き当てられ
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る。ここで、入賞突部１８の前面１８Ａは、特許請求の範囲の「第２前面」に相当する。
【００６９】
　また、入賞ベース部１５には、前壁本体部１７の第１前面１７Ａと入賞突部１８の前面
１８Ａとに、入賞カバー部１４の係合突部１４Ｋをそれぞれ受容する係合凹部１５Ｋが一
体形成されていて、これら係合突部１４Ｋと係合凹部１５Ｋとが係合することにより、入
賞カバー部１４と入賞ベース部１５との組み付け位置が定められる。
【００７０】
　入賞突部１８は、その後面側に、退避位置の可動扉３５Ｔ，３６Ｔ，３２Ｔと、これら
可動扉３５Ｔ，３６Ｔ，３２Ｔを駆動する図示しない駆動源とを収容する。ここで、退避
位置の可動扉３５Ｔ，３６Ｔ，３２Ｔが、突出位置に移動する際には、入賞突部１８の前
面１８Ａに形成された開口窓１８Ａ１，１８Ａ２，１８Ａ３から入賞突部１８の前面１８
Ａの前方に突出する。なお、入賞突部１８の後面側と第１前面１７Ａとの間が特許請求の
範囲の「ケース部」に相当する。
【００７１】
　また、入賞突部１８には、前面１８Ａから前方に複数のセンサ突部１８Ｔが突出形成さ
れていて、センサ突部１８Ｔ内部には、それぞれ第１大入賞口３５、及び第２始動入賞口
３２に入球した遊技球を検出する入賞センサ（図示せず）が受容されている。センサ突部
１８Ｔの前端は、入賞カバー部１４のカバー本体１４Ｖに貫通形成された貫通孔１４ＶＢ
，１４ＶＣ（図９参照）に受容されている。なお、始動ゲート３０は、第１前面１７Ａに
突出形成されて、その内部に始動ゲート３０に入球した遊技球を検出する入賞センサ（図
示せず）が受容されている。始動ゲート３０の前端は、入賞カバー部１４のカバー本体１
４Ｖに貫通形成された貫通孔１４ＶＡ（図９参照）に受容されている。
【００７２】
　なお、第２大入賞口３６に入球した遊技球を検出する入賞センサは、図示しないが、入
賞カバー部１４のカバー本体１４Ｖの後面のうち案内樋３６Ａの上方に配置されている。
また、一般入賞口２１に入球した遊技球を検出する入賞センサは、図示しないが、後壁部
材１５Ｂに突出形成されたセンサ突部１５ＢＡ（図１３参照）内部に受容されている。
【００７３】
　また、図１１に示されるように、前壁部材１５Ａのうち第１前面１７Ａ及び入賞突部１
８の前面１８Ａに、入賞カバー部１４に設けられた案内樋３５Ａ，３６Ａ，３２Ａ，２１
Ａ，１９ＢＡ，１９ＣＡと連通する連通孔１５Ａ１，１５Ａ２，１５Ａ３，１５Ａ４，１
５Ａ５，１５Ａ６が形成されている。連通孔１５Ａ１，１５Ａ２，１５Ａ３，１５Ａ４，
１５Ａ５，１５Ａ６は、各入賞口３５，３６，３２，２１及び各アウト口１９Ｂ，１９Ｃ
に入球した遊技球を前壁本体部１７の後面側に取り込む。なお、前壁部材１５Ａには、第
１前面１７Ａに連通孔１５Ａ７も形成されており、連通孔１５Ａ７は、アウト口１９Ｄに
入球した遊技球を前壁本体部１７の後面側に取り込む。
【００７４】
　ここで、入賞ベース部１５には、前壁本体部１７の後面側に取り込んだ遊技球を、遊技
領域Ｒ１の下端部に流下させ、アウト口１９Ａに取り込まれた遊技球と合流させる入賞樋
４０が備えられている。
【００７５】
　入賞樋４０は、前壁部材１５Ａと後壁部材１５Ｂとを組み付けたときに、前壁本体部１
７の後面に突出形成された複数の側壁４１（４１Ａ～４１Ｄ）と、後壁部材１５Ｂの後壁
本体部１５Ｂ１の後面に突出形成された複数の側壁４２と、が突き合わされて構成されて
いる。入賞樋４０は、図１２に示されるように、遊技領域Ｒ１の内縁部に沿って上端寄り
位置から下端部まで上下に延びた共通入賞通路４３と、共通入賞通路４３に合流する第１
入賞通路４４、第２入賞通路４５、第３入賞通路４６、第４入賞通路４７、第５入賞通路
４８、第６入賞通路４９の入賞通路を形成している。これら入賞通路について説明する。
【００７６】
　図１２に示されるように、前壁本体部１７Ａの後面には、上から順に５つの側壁４１Ａ
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，４１Ｂ，４１Ｃ，４１Ｄ，４１Ｅが備えられている。また、前壁本体部１７の外縁から
、後方に向かって外周壁１７Ｂが突出形成されている。そして、側壁４１Ａ，４１Ｂ，４
１Ｃ，４１Ｄのうち、上下方向に延びた部分と、外周壁１７Ｂのうち遊技領域Ｒ１の内縁
を構成する部分とで、遊技球が１つずつ通過可能な共通入賞通路４３が形成されている。
共通入賞通路４３は、前壁本体部１７の上端寄り位置から下端部まで延びている。共通入
賞通路４３は、各入賞口３５，３６，３２，２１及び各アウト口１９Ｂ，１９Ｃに入球し
た遊技球の全てが通過し、下端部でアウト口１９Ａに連絡された排出路（図示せず）に合
流する。
【００７７】
　側壁４１Ａのうち、共通入賞通路４３を構成する部分より上流の部分は、遊技球が１つ
ずつ通過可能な第１入賞通路４４と第２入賞通路４５が形成されている。第１入賞通路４
４と第２入賞通路４５は、それぞれ連通孔１５Ａ４，１５Ａ５から取り込まれた遊技球が
通過し、下流側で共通入賞通路４３に向かって斜め下方に延びている。即ち、一般入賞口
２１、アウト口１９Ｂに入球した遊技球は、それぞれ第１入賞通路４４、第２入賞通路４
５を通って共通入賞通路４３に合流する。
【００７８】
　また、側壁４１Ａの下端部と、側壁４１Ｂの上端部とが、遊技領域Ｒ１の外縁側に曲げ
られて、遊技球が１つずつ通過可能で下流側に向かって傾斜した第３入賞通路４６が形成
されている。第３入賞通路４６は、連通孔１５Ａ１から取り込まれた遊技球が通過し、下
端部で共通入賞通路４３に連絡されている。即ち、第１大入賞口３５に入球した遊技球は
、第３入賞通路４６を通って共通入賞通路４３に合流する。
【００７９】
　同様に、側壁４１Ｂの下端部と、側壁４１Ｃの上端部とが、遊技領域Ｒ１の外縁側に曲
げられて、遊技球が１つずつ通過可能で下流側に向かって傾斜した第４入賞通路４７が形
成され、側壁４１Ｃの下端部と、側壁４１Ｄの上端部とが、遊技領域Ｒ１の外縁側に曲げ
られて、遊技球が１つずつ通過可能で下流側に向かって傾斜した第５入賞通路４８が形成
されている。第４入賞通路４７又は第５入賞通路４８は、それぞれ連通孔１５Ａ２、１５
Ａ３から取り込まれた遊技球が通過し、下端部で共通入賞通路４３に連絡されている。即
ち、第２始動入賞口３２、第２大入賞口３６に入球した遊技球は、それぞれ第４入賞通路
４７、第５入賞通路４８を通って共通入賞通路４３に合流する。
【００８０】
　また、アウト口１９Ｃ又は１９Ｄに入球した遊技球を取り込む連通孔１５Ａ６，１５Ａ
７は、共通入賞通路４３上に開口している。なお、演出用入球部３４から入球した遊技球
も図示しない連通孔から前壁部材１５Ａを通過して遊技板１１の後面側に取り込まれるが
、取り込まれた遊技球は、側壁４１Ｅによって形成された第６入賞通路４９を通って共通
入賞通路４３に合流する。
【００８１】
　図１３に示されるように、後壁部材１５Ｂについても同様に、後壁本体部１５Ｂ１の外
縁から前方に向かって突出した外周壁１５Ｂ２が形成され、後壁本体部１５Ｂ１の後面に
は、前壁本体部１７の側壁４１Ａ～４１Ｅと前後方向で対向する位置に、側壁４２Ａ，４
２Ｂ，４２Ｃ，４２Ｄ，４２Ｅが配置されている。そして、これら側壁４２Ａ～４２Ｅと
外周壁１５Ｂ２とで、共通入賞通路４３、共通入賞通路４３に合流する第１入賞通路４４
、第２入賞通路４５、第３入賞通路４６、第４入賞通路４７、第５入賞通路４８、第６入
賞通路４９が形成される。
【００８２】
　そして、前壁部材１５Ａと後壁部材１５Ｂとが組付けられたときに、側壁４１Ａ～４１
Ｅ、側壁４２Ａ～４２Ｅ，外周壁１７Ｂ及び１５Ｂ２との間で、樋構造が形成され、共通
入賞通路４３、第２入賞通路４５、第３入賞通路４６、第４入賞通路４７、第５入賞通路
４８、第６入賞通路４９を備えた入賞樋４０が構成される。
【００８３】
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　なお、前壁部材１５Ａのうち、少なくとも入賞樋４０を構成する部分は透明または半透
明な材料で形成されていてもよく、これにより、入賞樋４０を通過する遊技球が遊技板１
１の前方から視認可能となる。
【００８４】
　本実施形態では、上述したように、右側流下領域Ｒ３を流下する遊技球は、各入賞口等
（２１，３２，３４～３６）、又はアウト口（１９Ｂ～１９Ｄ）に入球したときに、それ
ぞれ、入賞ベース部１５の前壁部材１５Ａに形成された連通孔１５Ａ１～１５Ａ７を通っ
て前壁部材１５Ａの後面側に取り込まれる。そして、各入賞口等（２１，３２，３４～３
６）、又はアウト口１９Ｂに入球した遊技球は、連通孔１５Ａ１～１５Ａ５から第１入賞
通路４４、第２入賞通路４５、第３入賞通路４６、第４入賞通路４７、第５入賞通路４８
又は第６入賞通路４９を流下してから共通入賞通路４３に合流する。そして、アウト口（
１９Ｃ，１９Ｄ）に入球した遊技球は、連通孔１５Ａ６，１５Ａ７からそのまま共通入賞
通路４３を流下する。即ち、各入賞口等（２１，３２，３４～３６）、又はアウト口（１
９Ｂ～１９Ｄ）の何れに入球しても、遊技球は共通入賞通路４３を流下してから遊技板１
１の下端部に到達するようになっている。このように、各入賞通路（４４～４９）が、遊
技領域Ｒ１の下端部まで延びる構成ではなく、各入賞通路（４４～４９）が、途中で共通
入賞通路４３に合流する構成となっているので、遊技板１１の後面側に取り込まれた遊技
球の通路をコンパクトにすることができる。これにより、入賞ベース部１５に配置される
入賞センサや駆動源等の配置の自由度も向上する。
【００８５】
　しかも、本実施形態では、共通入賞通路４３は、遊技領域Ｒ１の内縁に沿って遊技機１
０の上下方向に配置され、第１入賞通路４４～第６入賞通路４９は、それぞれ共通入賞通
路４３に向かって左右方向に延びるように配置されている。つまり、前壁部材１５Ａの後
面側に取り込まれた遊技球が流下する通路と、各入賞口等（３２，３５，３６）の退避位
置の可動扉（３２Ｔ，３５Ｔ，３６Ｔ）及びこれらの駆動源と、が、遊技機１０の左右方
向で並ぶ構成となっている。これにより、前壁部材１５Ａの後面側に取り込まれた遊技球
の通路を確保しつつ遊技機１０の前後方向の厚さを抑えることもできる。
【００８６】
　さらに、本実施形態では、前壁部材１５Ａのうち、少なくとも第１入賞通路４４～第６
入賞通路４９及び共通入賞通路４３を構成する部分は透明または半透明な材料で形成され
、遊技球は、入賞又は入球した後も遊技板１１の前方から視認可能となる。これにより、
遊技者に右側流下領域Ｒ３に多くの遊技球が流下しているように感じさせることができ、
遊技者の気分を盛り上げることができる。
【００８７】
　また、本実施形態では、前壁部材１５Ａの後面側に取り込まれた遊技球が流下する通路
と、各入賞口等（３２，３５，３６）の退避位置の可動扉（３２Ｔ，３５Ｔ，３６Ｔ）及
びこれらの駆動源と、が入賞ベース部１５に一体に形成されているので複数の部品を一度
に遊技板１１に取り付けることが可能となり、遊技板１１への部品同士の組付け作業を容
易に行うことが可能となる。
【００８８】
　そして、入賞ベース部１５は遊技板１１の後方から取り付ける一方、各入賞口等及び右
側流下領域Ｒ３の流下通路等を構成する入賞カバー部１４は、遊技板１１の前方から取り
付ける構成となっている。これにより、各入賞口等や流下通路は遊技球の衝突により劣化
しやすが、入賞カバー部１４だけを取り外して交換することができる。
【００８９】
　次に、遊技機１０で実行される演出について説明する。遊技機１０では、遊技状況に応
じて表示装置１３の表示画面１３Ｇに表示される画像演出や、可動役物９９による可動演
出が行われる。具体的には、図１４に示すように、表示画面１３Ｇには、画像演出として
、キャラクター画像１３Ｘとしての「変身ヒーロー」が、敵（図示せず）と戦う画像等が
表示される。また、遊技機１０は、可動役物９９として、図１５に示すように、ロゴとキ
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ャラクター画像１３Ｘを模したレリーフであるメイン演出部材８０と、横方向に延びた帯
状をなし、全体が発光するサブ演出部材１００と、を有していて、これら可動役物９９を
表示画面１３Ｇの前方に出現させる可動演出を行う。
【００９０】
　図１６及び図１７に示すように、表示装置１３及び可動役物９９は、遊技板１１（図１
４参照）の後面に固定された裏側筐体７０内に組付けられている。裏側筐体７０は、前後
より上下左右に大きく扁平な筐体構造をなし、前面全体が開口している。そして、この裏
側筐体７０内に、前側（手前側）から、表示装置１３、サブ演出部材１００、メイン演出
部材８０の順に配されている。
【００９１】
　図１８には、メイン演出部材８０が示されている。メイン演出部材８０は、それぞれ上
下方向に延びた板状をなし、上下に並んだ２文字のロゴが模された第１演出部材８１と、
キャラクターの顔中央部を模した第２演出部材８２と、キャラクターの顔左部（前方から
見て右側）を模した第３演出部材８３と、に分かれている。同図に示すように、これら３
つの演出部材８１～８３が横並びになると、キャラクターの顔がロゴの後ろから現れた状
態になる。
【００９２】
　第１～第３の演出部材８１～８３の構造を、図１９に示された第２演出部材８２を例に
して説明する。第２演出部材８２は、複数の発光素子８４が取り付けられたベース部材８
２Ｂの前面に、装飾が施された装飾カバー８２Ａを取り付けてなる。装飾カバー８２Ａは
半透明であり、発光素子８４が発光していない状態では発光素子８４を視認困難とし、発
光素子８４が発光した状態では光を通して全体が光っているように見える。ベース部材８
２Ｂの下端部には、発光素子８４を制御する制御基板（図示せず）が収容された基板ケー
ス８２Ｄが取り付けられている。この基板ケース８２Ｄからは、制御基板に接続されたフ
ラットケーブル（図示せず）が突き出ている。また、ベース部材８２Ｂの上端部には、第
２演出部材８２を裏側筐体７０に支持するための支持孔８２Ｈが設けられた支持部８２Ｃ
が備えられている。
【００９３】
　図１７及び図２０に示すように、裏側筐体７０の上端部には、前後方向に並んだ３本の
ガイドシャフト８５が固定されている。ガイドシャフト８５は金属製の丸棒であり、裏側
筐体７０の右端寄り位置から左端寄り位置まで延び、両端部が裏側筐体７０に固定されて
いる。そして、第１～第３の演出部材８１～８３の支持孔８２Ｈが、各ガイドシャフト８
５に挿通されることにより、各演出部材８１～８３が裏側筐体７０に移動可能に支持され
る。具体的には、第１演出部材８１が前側のガイドシャフト８５に支持され、第２演出部
材８２が真ん中のガイドシャフト８５に支持され、第３演出部材８３が後側のガイドシャ
フト８５に支持される。
【００９４】
　また、裏側筐体７０の下端部には、左右方向に延びた第１～第４の帯板８６Ａ～８６Ｄ
が前後方向で対向して設けられている。各帯板８６Ａ～８６Ｄの間は、第１～第３の演出
部材８１～８３の下端部をそれぞれ受容し、第１～第３の演出部材８１～８３が互いに衝
突することを防ぐ受容レール８７となっている。同図に示すように、最も奥側の第４の帯
板８６Ｄの右端部は、前方に段付き状に屈曲していて、その段差面８６Ｄ１が第３の演出
部材８３の可動範囲の右端を位置決めする。なお、基板ケース８２Ｄから突き出たフラッ
トケーブル（図示せず）も撓んだ状態で受容レール８７内に受容され、フラットケーブル
同士が衝突することも防がれる。
【００９５】
　図１８及び図２０に示すように、第１演出部材８１の左上部隅部と第３演出部材８３の
右上隅部とには、第１演出部材８１と第３演出部材８３とを裏側筐体７０に対してそれぞ
れ駆動するモーター８１Ｍ，８３Ｍが取り付けられている。これらモーター８１Ｍ，８３
Ｍは、第１又は第３の演出部材８１，８３の前面より前方に突出している。また、第１及



(16) JP 2021-106708 A 2021.7.29

10

20

30

40

50

び第２の演出部材８１，８２の外縁における右上隅部は、内側へ陥没していて、第１～第
３の演出部材８１～８３が前後方向で重なった時に、第３演出部材８３のモーター８３Ｍ
を受容する受容部８１Ｕ，８２Ｕとなっている。この受容部８１Ｕ，８２Ｕの左端部がモ
ーター８３Ｍに当接することにより、第１及び第２の演出部材８１，８２は、第３演出部
材８３よりも右方へ移動しないようになっている。
【００９６】
　図２１に示すように、裏側筐体７０の上端部には、３本のガイドシャフト８５のうち奥
側のガイドシャフト８５の後方に、ラック８８Ａが固定されている。これに対して、第３
演出部材８３には、モーター８３Ｍと連結したギア８３Ｇ（図２３参照）が回転可能に固
定され、ギア８３Ｇがラック８８Ａに噛合している。
【００９７】
　図１６に示すように、裏側筐体７０における上端部の前端部には、第１演出部材８１よ
りも前方に、裏側筐体７０の左端部から右方へ延びた装飾帯部材７１が配されている。図
２２に示すように、この装飾帯部材７１の後面には、ラック８８Ｂが形成されている。そ
して、第３演出部材８３と同様に、第１演出部材８１には、モーター８１Ｍと連結したギ
ア８１Ｇが回転可能に固定され、ギア８１Ｇがラック８８Ｂに噛合している。
【００９８】
　ここで、図２３及び図２４に示すように、第１～第３の演出部材８１～８３は、裏面側
で、連結アーム９０により連結されている。連結アーム９０は、帯状をなし、図２３に示
すように、第１～第３の演出部材８１～８３が前後方向で重なった第１状態では、全体的
に鉛直方向に延びていて、第１～第３の演出部材８１～８３が左右方向に並んだ第２状態
では、連結アーム９０は、全体的に斜めに延びている。
【００９９】
　連結アーム９０は、その上端が、第１演出部材８１の上端部のうちモーター８１Ｍの右
隣（図２４中の左隣）に配された回動軸９０Ｊにより軸支され、下端部に、第３演出部材
８３の下部と結合する下端長孔９０Ｎを有し、回動軸９０Ｊと下端長孔９０Ｎとの間の中
央部に、第２演出部材８２の上下方向の中央部と結合する中間長孔９０Ｍを有している。
つまり、回動軸９０Ｊから下端長孔９０Ｎまでの長さは、回動軸９０Ｊから中間長孔９０
Ｍまでの長さの２倍程になっている。なお、図２３に示すように、連結アーム９０のうち
回動軸９０Ｊと中間長孔９０Ｍとの間は、後方から見て、上端部から僅かに右下へ延びた
のち略鉛直下方に延び、そこから右下方へ屈曲したのちさらに鉛直下方へ延びている。一
方、連結アーム９０のうち中間長孔９０Ｍと下端長孔９０Ｎとの間は、全体が鉛直下方へ
延びている。
【０１００】
　第２演出部材８２には、図２４における右端部（前方から見ると左端部）に、中間長孔
９０Ｍと結合する結合ピン８２Ｐが設けられている。同様に、第３演出部材８３には、図
２４における右端部（前方から見ると左端部）に、下端長孔９０Ｎと結合する結合ピン８
３Ｐが設けられている。これら結合ピン８２Ｐ，８３Ｐは、下端長孔９０Ｎ又は中間長孔
９０Ｍ内を挿通する挿通ピン（図示せず）と、円板状をなし、連結アーム９０における下
端長孔９０Ｎ又は中間長孔９０Ｍの開口縁に後方から重なり、挿通ピンを抜け止めする円
板部８２Ｒ，８３Ｒと、を有する。
【０１０１】
　中間長孔９０Ｍ及び下端長孔９０Ｎは、連結アーム９０の幅方向に対して斜めに延び、
回動軸９０Ｊからの距離に対応して、下端長孔９０Ｎの長さは中間長孔９０Ｍの長さの２
倍程になっている。図２３に示す第１状態では、後方から見て右下がり（図２３における
右下がり）になる。このとき、中間長孔９０Ｍ及び下端長孔９０Ｎの上端同士は、左右方
向において同位置に配されるのに対し、下端長孔９０Ｎの下端は、中間長孔９０Ｍの下端
よりも右方に配されている。一方、図２４に示す第２状態では、下端長孔９０Ｎの全体が
中間長孔９０Ｍよりも左方に位置し、共に、鉛直方向より僅かに左下がり（図２４におけ
る左下がり）に傾いている。
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【０１０２】
　図２３に示すように、第１状態では、各結合ピン８２Ｐ，８３Ｐが中間長孔９０Ｍ又は
下端長孔９０Ｎの上端部に配され、第１演出部材８１のモーター８１Ｍと第２演出部材８
２の結合ピン８２Ｐと第３演出部材８３の結合ピン８３Ｐとが鉛直方向で並んでいる。こ
れにより、第１～第３の演出部材８１～８３の右端（図２３における右端）同士が前後方
向で並ぶので、図２５及び図２６に示すように、第１～第３の演出部材８１～８３が全体
的に前後に重なり、第１演出部材８１のロゴだけが前方から視認される。
【０１０３】
　そして、連結アーム９０が図２３における時計回り（前方から見ると反時計回り）に回
動し、中間長孔９０Ｍ及び下端長孔９０Ｎが左方（前方から見ると右方）へ移動すると、
第２演出部材８２及び第３演出部材８３も左方（前方から見ると右方）へ移動する。この
とき、下端長孔９０Ｎの回動軸９０Ｊからの距離が、中間長孔９０Ｍの回動軸９０Ｊから
の距離の約２倍になっているので、第３演出部材８３は、第２演出部材８２よりも約２倍
遠くへ第１演出部材８１から相対移動する。
【０１０４】
　その後、図２４に示すように、各結合ピン８２Ｐ，８３Ｐが中間長孔９０Ｍ又は下端長
孔９０Ｎの下端に当接して、第２状態となる。第２状態では、第１演出部材８１のモータ
ー８１Ｍと第２演出部材８２の結合ピン８２Ｐと第３演出部材８３の結合ピン８３Ｐとが
左右方向でずれて配置されるため、図１６に示すように、第１～第３の演出部材８１～８
３が横並びになり、キャラクターの顔がロゴの後ろから現れた状態になる。
【０１０５】
　ここで、本実施形態の遊技機１０は、メイン演出部材８０（第１～第３の演出部材８１
～８３）が第１状態から第２状態になることをアシストするために、第１演出部材８１と
連結アーム９０との間にトーションバネ９５を備えている。詳細には、図２７に示すよう
に、トーションバネ９５は、連結アーム９０の回動軸９０Ｊを中心に巻回した巻回部９５
Ａと、巻回部９５Ａの後側左部の一端が上方に延び、先端を左方へ折り曲げてなる第１端
部９５Ｂと、巻回部９５Ａの前側右部の一端が上方に延び、先端を右方へ折り曲げてなる
第２端部９５Ｃと、を有している。
【０１０６】
　トーションバネ９５の第１端部９５Ｂは、連結アーム９０の上端部に設けられ、連結ア
ーム９０の前面から前方に突出したのち第１端部９５Ｂ側へ折り返されたフック部９０Ｆ
に固定され、第２端部９５Ｃは、第１演出部材８１の上端部に設けられ、第１演出部材８
１の後面から後方へ延びたのち第２端部９５Ｃ側へ折り返されたフック部８１Ｆに固定さ
れている。トーションバネ９５は、第１端部９５Ｂが第２端部９５Ｃから離れた状態、即
ち、連結アーム９０が斜めに配された状態に付勢されていて（図２４及び図２８参照）、
連結アーム９０が前方から見て時計回りに回動すると、第１端部９５Ｂが第２端部９５Ｃ
に近づくように弾性変形し、弾発力が高まる（図２３及び図２９参照）。つまり、トーシ
ョンバネ９５は、メイン演出部材８０を第２状態に付勢していて、メイン演出部材８０が
第２状態から第１状態になる際に弾性変形し、メイン演出部材８０が第１状態から第２状
態になる際に弾性復帰して、メイン演出部材８０が第１状態から第２状態になることをア
シストする。
【０１０７】
　次に、サブ演出部材１００について説明する。サブ演出部材１００は、可動役物ユニッ
ト１０１によって駆動される。可動役物ユニット１０１は、図１６に示すように裏側筐体
７０に組み付けられている。以下、可動役物ユニット１０１について詳説する。
【０１０８】
　可動役物ユニット１０１は、図３１に抜き出して示した門型固定ベース１０２を有する
。門型固定ベース１０２は、上下方向に延びた１対のベース側辺部１０２Ａの上端部の間
をベース上辺部１０２Ｂで連絡した構造をなし、裏側筐体７０（図１６参照）内の後部（
奥部）に配置されて、両ベース側辺部１０２Ａ，１０２Ａが裏側筐体７０の後面の側縁部
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に螺子止めされると共に、ベース上辺部４２Ｂが裏側筐体７０の後面の上縁部に螺子止め
されている。
【０１０９】
　両ベース側辺部１０２Ａ，１０２Ａには、それぞれに上下方向に直線状に伸びた直動ガ
イド１０３が後述する直動ガイド支持部材１１９により支持され、両ベース側辺部１０２
Ａ，１０２Ａのそれぞれの直動ガイド１０３，１０３にサブ演出部材１００を差し渡して
備えている。具体的には、サブ演出部材１００は、各直動ガイド１０３，１０３のそれぞ
れに沿って直動する直動部材１０４，１０４と、１対の直動部材１０４，１０４の間を連
絡する可動装飾部１０５と、で構成されている。以下、可動役物ユニット１０１における
左右対称な部分に関し、左右の一方（例えば、可動役物ユニット１０１を前方から見て右
側部分）のみについて説明する。
【０１１０】
　直動ガイド１０３の軸方向の上端の近傍には、駆動ギア１０６が備えられ、下端の近傍
にはプーリ１０７が備えられている。それら駆動ギア１０６とプーリ１０７とにベルト１
０８が架け渡されている。ベルト１０８は歯付きの構造になっていて、そのベルト１０８
の歯に直動ガイド１０３に設けられたラック（図示せず）が噛合している。そして、直動
駆動源１０９からの動力を受けてベルト１０８が回転することにより、直動部材１０４が
上下動し、サブ演出部材１００が直動ガイド１０３に沿って移動するようになっている。
詳細には、直動駆動源１０９の動力を受けるモーターギア１１０とベルト１０８に架けら
れた駆動ギア１０６との間には、複数の中継ギア１１１が配されている。これら中継ギア
１１１を介して駆動ギア１０６が直動駆動源１０９の動力を受けている。この直動駆動源
１０９は、前方から見て門型固定ベース１０２の裏側に備えられている。本開示の実施例
では、直動駆動源１０９から駆動ギア１０６までの距離は、前方から見て右側に比べ、左
側が遠くなっている。具体的には、右側は、駆動ギア１０６とモーターギア１１０との間
に中継ギア１１１を６個備え、左側は、中継ギア１１１を８個備えている。また、それら
中継ギア１１１の大きさや配置は、左右でそれぞれ異なっている。
【０１１１】
　プーリ１０７は、ベース側辺部１０２Ａの下端部に配されるプーリ支持部１１２によっ
て支持されている。具体的には、プーリ支持部１１２は、図３１に示されるように、ベー
ス側辺部１０２Ａの下端部でベルト１０８に沿って帯状に延び、その下端部はプーリ１０
７に前面から重なるよう屈曲し、プーリ１０７を回転可能に支持している。前方から見て
、左側のプーリ支持部１１２は、右側のプーリ支持部１１３と比べて、やや下方に備えら
れる。また、左側のプーリ支持部１１２はプーリの前方に重なる部分が、帯状部分の下端
部から直角に屈曲して延びているのに対し、右側のプーリ支持部１１２は帯状部分の下端
部から幅狭になりながら下方に延びたのちに直角に屈曲して延び、プーリ１０７に前面か
ら重なっている。
【０１１２】
　プーリ支持部１１２には、上下方向に延びる長孔１１２Ａが２つ上下に並べて形成され
ている。これら２つの長孔１１２Ａに、ベース側辺部１０２Ａに設けられた係合突部１０
２ＡＴが後方から挿通し、抜止部材１１２Ｂによって抜け止めされている。これら長孔１
１２Ａは、係合突部１０２ＡＴより大きくなるように形成されていて、長孔１１２Ａと係
合突部１０２ＡＴとの間には隙間が生じる。
【０１１３】
　そして、プーリ支持部１１２は、引張りばね１１２Ｓによって下方に向かって付勢され
ている。詳細には、上下方向に延びた引張りばね１１２Ｓの上端がプーリ支持部１１２の
上端部の外縁に取り付けられ、引張りばね１１２Ｓの下端がベース側辺部１０２Ａに取り
付けられている。このプーリ支持部１１２が下方に付勢されることにより、プーリ１０７
が下方に付勢され、ベルト１０８が撓むことが防がれる。
【０１１４】
　図３２及び図３３に示される直動部材１０４は、直動ガイド１０３が挿通する挿通孔１
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０４Ｓが形成された直動部材基部１０４Ｋによって直動ガイド１０３と係合する。挿通孔
１０４Ａは、上下方向に延び、その内部にはスライドブッシュ（図示しない）を２個備え
ている。また、直動部材基部１０４Ｋの１対の直動部材１０４、１０４の対向方向の側部
からは、スライダー１０４Ｓが後方に向かって突出している。このスライダー１０４Ｓに
、上述したベルト１０８の歯と係合するラック（図示しない）が形成されている。
【０１１５】
　右側及び左側の直動部材１０４は、共に、直動部材基部１０４Ｋの上端部から直動ガイ
ド１０３の前面に重なって上方に延び、途中で１対の直動部材１０４，１０４の対向方向
の内側に張り出してさらに上方に向かって延びる上部遮光板１０４Ｂ（本発明の「第１の
被検出部」に相当する）と、直動部材基部１０４Ｋの下端内側端部から１対の直動部材１
０４，１０４の対向方向の内側に張り出し、下方に向かって延びる下部遮光板１０４Ｃと
を有する。また、図３３に示される左側の直動部材１０４は、これら上部及び下部遮光板
１０４Ｂ，１０４Ｃに加えて、直動部材基部１０４Ｋの前面から前方に突出した中間遮光
板１０４Ｄ（本発明の「第２の被検出部」）を備える。中間遮光板１０４Ｄは、幅狭で前
後方向に延びた形状となっている。
【０１１６】
　１対の直動部材１０４，１０４の間には、上述したように、可動装飾部１０５が架け渡
されている（図３１参照）。具体的には、図３２に示すように、直動部材基部１０４Ｋに
形成された連結用突起１０４ＫＴが、可動装飾部１０５の連結孔（図示しない）に対して
後方から前方に向かって挿通し、抜止部材１０４ＫＮによって抜け止めされて固定されて
いる。なお、連結孔は連結用突起１０４ＫＴより大きくなるように形成されているため、
連結孔と連結用突起１０４ＫＴとの間には隙間が生じる。この隙間によって、サブ演出部
材１００の両端の直動部材１０４，１０４がそれぞれ別の直動駆動源１０９によって駆動
されるために生じる、左右の直動部材１０４，１０４の移動速度のずれによって生じる動
作不良を抑制することが可能となる。
【０１１７】
　サブ演出部材１００は、可動装飾部１０５を光らせる演出を行うことができる。可動装
飾部１０５には、図示しないＬＥＤを有する電飾基板が備えられ、右端部にフレキシブル
ケーブル（図示しない）の一端が接続されている。所定の条件が成立するとフレキシブル
ケーブルを通して電飾基板に制御信号が送信され、ＬＥＤを点灯させる。このフレキシブ
ルケーブルは、右側の直動ガイド１０３の前方に配されるケーブルカバー１１３（図３１
参照）の後面側に屈曲して納められ、サブ演出部材１００の直動に対応して屈曲部が変化
する。このとき、ケーブルカバー１１３によって、フレキシブルケーブルが前方に飛び出
すことが防がれている。
【０１１８】
　さて、本実施形態の遊技機１０には、サブ演出部材１００が特定の位置に配されたか否
かを検出するフォトセンサ１１４，１１５，１１６が複数備えられている。具体的には、
サブ演出部材１００が、移動範囲の下端であり、通常配置される待機位置（つまり、移動
の始端）に位置していることを検知する下部フォトセンサ１１４と、サブ演出部材１００
が移動範囲の上端（つまり、待機位置からの移動の終端）に位置していることを検知する
上部フォトセンサ１１５（本発明の「第１の検出センサ」に相当する）と、サブ演出部材
１００が、移動範囲の始端と終端との間の演出位置に位置していることを検知する中間フ
ォトセンサ１１６（本発明の「第２の検出センサ」に相当する）と、が設置されている。
これらフォトセンサ１１４，１１５，１１６のうち、下部フォトセンサ１１４及び上部フ
ォトセンサ１１５は、左右それぞれ１個ずつ配されているのに対し、中間フォトセンサ１
１６は、左側にのみ配されている。
【０１１９】
　詳細には、下部フォトセンサ１１４は、左右のベース側辺部１０２Ａの下端部にそれぞ
れ配され、上部フォトセンサ１１５は、ベース上辺部１０２Ｂの左右の両端部にそれぞれ
配され、中間フォトセンサ１１６は、左側の直動ガイド１０３の下端の１／２～１／３程
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の部分の前方に位置する中間フォトベース１１７の内部に固定され、左側の直動ガイド１
０３の前方に配されている。
【０１２０】
　これらのフォトセンサ１１４，１１５，１１６について、図３４に示される上部フォト
センサ１１５を例にして詳説する。上部フォトセンサ１１５は、射光部１１５Ａと受光部
１１５Ｂとを一定の間隔を開けて対向して備え、通常は、受光部１１５Ｂが射光部１１５
Ａからの光を受け取っている。そして、サブ演出部材１００が移動範囲の上端に配される
と、直動部材１０４の上部遮光板１０４Ｂが、射光部１１５Ａと受光部１１５Ｂとの間の
検出領域１１５Ｋに進入し、射光部１１５Ａからの光を遮る。受光部１１５Ｂが、射光部
１１５Ａからの光が遮られたことを検知することで、サブ演出部材１００が移動範囲の上
端に配されたことを検知する。ここでは、上部フォトセンサ１１５について説明したが、
下部及び中間フォトセンサ１１４，１１６についても同様に構成されている。
【０１２１】
　ベース上辺部１０２Ｂの左右の両端部には、上述したように、それぞれ１個ずつ、上部
フォトセンサ１１５が備えられている。上部フォトセンサ１１５は、図３４に示されるよ
うに、射光部１１５Ａが前側、受光部１１５Ｂが後側になるように前後方向で対向するよ
うに配置され、左側方に設けられた連絡部１１５Ｒによって、射光部１１５Ａと受光部１
１５Ｂとが連絡され、右側方は開口している（図３４には右側の上部フォトセンサ１１５
が示されている。左側の上部フォトセンサ１１５は左右対称に備えられていて、左側方が
開口している）。この上部フォトセンサ１１５は、ベース上辺部１０２Ｂのうち、直動ガ
イド１０３を支持する直動ガイド支持部材１１９に組み付けられ、フォトセンサ抜止部材
１２０によって抜け止めされている。
【０１２２】
　直動ガイド支持部材１１９は、直動ガイド１０３の上端を支持している支持部１１９Ａ
の前面上端部から左斜め上にフォトセンサ装着部１１９Ｂが張り出した構造をなし、その
フォトセンサ装着部１１９Ｂに上部フォトセンサ１１５が組み付けられている。また、フ
ォトセンサ抜止部材１２０は、上部フォトセンサ１１５の射光部１１５Ａと連絡部１１５
Ｒとに沿った形状をなし、射光部１１５Ａと連絡部１１５Ｒとに下側から当接している。
【０１２３】
　ここで、図３４及び図３５に示すように、直動ガイド支持部材１１９のうち、上部フォ
トセンサ１１５の受光部１１５Ｂの下方には、右側方の開口寄りの位置に、受光部１１５
Ｂより左右方向で幅狭な第１誘導部１１９Ｇが形成されている。この第１誘導部１１９Ｇ
は、受光部１１５Ｂの前面よりやや前方から下方に向かって真っ直ぐ延びる第１面１１９
Ｇ１と、後方に向かって傾斜しながら下方に延びる第２面１１９Ｇ２と、後方に向かって
直線状に延びる第３面１１９Ｇ３と、を有している。第１面１１９Ｇ１の受光部１１５Ｂ
と近接接した角部、第１面１１９Ｇ１と第２面１１９Ｇ２との間の角部、及び、第２面１
１９Ｇ２と第３面１１９Ｇ３との間の角部は、丸みを帯びた形状となっている。また、第
１面１１９Ｇ１、第２面１１９Ｇ２及び第３面１１９Ｇ３は前方から見ると左右の角部も
同様に、丸みを帯びた形状となっている。
【０１２４】
　また、フォトセンサ抜止部材１２０には、上部フォトセンサ１１５の射光部１１５Ａと
連絡部１１５Ｒとの下方に配される位置に、第２誘導部１２０Ｇが形成されている。この
第２誘導部１２０Ｇは、下方から見ると射光部１１５Ａと連絡部１１５Ｒとに重なり、射
光部１１５Ａの後面よりやや後方から下方に向かって真っ直ぐ延びる第１面１２０Ｇ１と
、前方に向かって傾斜しながら下方に延びる第２面１２０Ｇ２と、連絡部１１５Ｒの右側
面よりやや右方から下方に向かって真っ直ぐ延びる第３面１２０Ｇ３と、左方に向かって
傾斜しながら下方に延びる第４面１２０Ｇ４と、を有し、各面１２０Ｇ１～第４面１２０
Ｇ４間の角部は丸みを帯びている。
【０１２５】
　図３５及び図３６には、サブ演出部材１００が移動範囲の終端（上端）に向かって移動
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して、上部フォトセンサ１１５の検出領域１１５Ｋに、直動部材１０４の上部遮光板１０
４Ｂが進入した状態が示されている。上部フォトセンサ１１５のうち直動部材１０４と対
向している側は、開口している側部を除いて、第１及び第２誘導部１１９Ｇ，１２０Ｇが
近接配置されている。これら第１誘導部１１９Ｇ及び第２誘導部１２０Ｇによって上部ガ
イド部１２１Ｇ（本発明の「ガイド部」に相当する）が構成されている。上部ガイド部１
２１Ｇは、検出領域１１５Ｋに向かって開口が狭くなるように傾斜し、上部遮光板１０４
Ｂが上部フォトセンサ１１５の検出領域１１５Ｋからずれないで進入できるように誘導し
ている。また、上部遮光板１０４Ｂは横から見ると、上方の厚みが、下方の厚みに比べて
薄くなっていて、厚みが薄い部分が上部フォトセンサ１１５の検出領域１１５Ｋに進入す
る。なお、左側の上部遮光板１０４Ｂ（図３６参照）は、右側の上部遮光板１０４Ｂ（図
３５参照）よりも上方の厚みが薄くなっている部分が長くなっている。
【０１２６】
　上述したように、サブ演出部材１００が演出位置に配されていることを検知する中間フ
ォトセンサ１１６は、左側の直動ガイド１０３の前方に位置する中間フォトベース１１７
の内部に備えられている。図３７に示すように、中間フォトベース１１７は、左側のベー
ス側辺部１０２Ａの左側壁の延長線上に延びる左側壁１１７Ａと、直動ガイド１０３の前
方領域を挟んで左側壁１１７Ａと対向して配置される右側壁１１７Ｂと、左側壁１１７Ａ
と右側壁１１７Ｂとの前端同士を連絡する前壁１１７Ｃと、を有し、断面形状が、いわゆ
る、コの字型の形状になっている。中間フォトセンサ１１６は、中間フォトベース１１７
の上下方向の中央よりやや上方寄り位置に、左側に射光部１１６Ａ、右側に受光部１１６
Ｂが配置され、射光部１１６Ａと受光部１１６Ｂとを連絡する連絡部１１６Ｒが前側に配
される向き（つまり、後方に開口している）で、前壁１１７Ｃに取り付けられる（右側に
射光部１１６Ａ、左側に受光部１１６Ｂでもよい）。前壁１１７Ｃからは、中間フォトセ
ンサ１１６の射光部１１６Ａと受光部１１６Ｂとの対向面の延長線上に延びる対向面を有
し、射光部１１６Ａと受光部１１６Ｂとの間の検出領域１１６Ｋと略同じ幅で左右方向で
対向する１対の対向壁１１７Ｔ，１１７Ｔ（本発明の「対向部」に相当する）が後方へ突
出している。１対の対向壁１１７Ｔ，１１７Ｔは、中間フォトセンサ１１６の上下に配さ
れている。
【０１２７】
　そして、１対の対向壁１１７Ｔのうち中間フォトセンサ１１６と反対側の端部（すなわ
ち、上側の対向壁１１７Ｔの上端部と下側の対向壁１１７Ｔの下端部）からは、中間フォ
トセンサ１１６から遠ざかるにつれて幅広になるように傾斜して対向した１対のテーパー
壁１１７Ｕが延びている。これら１対の対向壁１１７Ｔ，１１７Ｔと、１対の対向壁１１
７Ｔ，１１７Ｔを挟んで上下方向のそれぞれに設けられた１対のテーパー壁１１７Ｕ，１
１７Ｕとによって、中間ガイド部１１７Ｇ（本発明の「ガイド部」に相当する）が構成さ
れ、中間ガイド部１１７Ｇは、中間フォトセンサ１１６の上方又は下方から中間フォトセ
ンサ１１６の検出領域１１６Ｋに向かって幅狭になるように傾斜したのち、検出領域１１
６Ｋの幅を保って検出領域１１６Ｋまで延びている。これにより、中間ガイド部１１７Ｇ
は、サブ演出部材１００が下方から上方に移動するときと、上方から下方に移動するとき
との両方において、中間遮光板１０４Ｄが中間フォトセンサ１１６の検出領域１１６Ｋか
らずれずに進入できるように誘導される。
【０１２８】
　サブ演出部材１００の後方には、表示装置１３が配されている（図１７参照）。ここで
、本実施形態の遊技機１０では、表示装置１３がメイン演出部材８０の動きに合わせて、
図３８に示される第１位置と図３９に示される第２位置との間を移動する構成になってい
る。以下、表示装置１３の構成について詳説する。
【０１２９】
　図３８及び図３９に示すように、表示装置１３は、平面視縦長の長方形状をなしている
。表示装置１３の上下方向の長さは、裏側筐体７０の上下方向の長さの５／６程であり、
表示装置１３の左右方向の長さは、上下方向の長さの４／５程でかつ裏側筐体７０の左右
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方向の長さの３／４程である。表示装置１３は、画像が表示される液晶モニタ１３Ｌと、
液晶モニタ１３Ｌの外縁に前側から重なるモニタ枠１３Ｍとが、液晶モニタ１３Ｌよりも
一回り大きいモニタベース板１３Ｎ（図４０等参照）の前面に固定されてなる。
【０１３０】
　図４０に示すように、モニタベース板１３Ｎの後面には、上端寄り位置と、下端から上
下方向の長さの１／４程上方位置と、に、ガイドシャフト１３０が取り付けられている。
図４１に示すように、各ガイドシャフト１３０には、１対の摺動リング１３２が挿通され
ている。それら摺動リング１３２は、摺動性が高い樹脂（例えば、ポリアセタール）で構
成されかつ円筒状になっている。モニタベース板１３Ｎには、摺動リング１３２の正面形
状と略同じ大きさで前後方向に開口し、摺動リング１３２を上下方向及び左右方向での移
動がほとんどできないように受容するリング受容開口１３３が形成されている。摺動リン
グ１３２は、ガイドシャフト１３０がモニタベース板１３Ｎの後面側に配されるようにし
てリング受容開口１３３に後側から受容されている。各ガイドシャフト１３０の１対の摺
動リング１３２は、断面半円状をなして左右方向に延び、モニタベース板１３Ｎの後面に
固定されたリングカバー１３１（図４０参照）により後方から覆われている。これにより
、摺動リング１３２が表示装置１３に一体に組み付けられ、摺動リング１３２がガイドシ
ャフト１３０に対して摺動することで、表示装置１３がガイドシャフト１３０に対して移
動する。
【０１３１】
　図４１に示すように、モニタベース板１３Ｎの下端部には、左右方向の中央に、上下方
向に延びた長孔１３４が形成されている。長孔１３４の両側縁部のうち、下端から上端よ
り位置までの間には、内側に突出した１対の突片１３４Ｔが形成されている。そして、長
孔１３４のうち１対の突片１３４Ｔが配されていない上端部が大開口部１３４Ａになって
いて、１対の突片１３４Ｔの間が幅狭レール部１３４Ｂとなっている。また、１対の突片
１３４Ｔの上端部は、上方に向かうにつれて幅狭レール部１３４Ｂが幅広になるように傾
斜した傾斜部１３４Ｔ１となっている。
【０１３２】
　また、モニタベース板１３Ｎの上部のうち上側のガイドシャフト１３０の下方には、液
晶モニタ１３Ｌに接続されるケーブルを後方に取り回すための貫通孔１３Ｎ１が形成され
ている。
【０１３３】
　裏側筐体７０の後面には、図４２に示される駆動ベース１４０が固定されていて、表示
装置１３はこの駆動ベース１４０に直動可能に支持されている。駆動ベース１４０は、表
示装置１３の後面に重なる板状をなすベース板１４０Ａと、ベース板１４０Ａの後面に締
結され、ベース板１４０Ａとの間に後述する中継ギア１４９を収容するギアカバー１４０
Ｂとを有している。ベース板１４０Ａは、表示装置１３の上端寄り位置から表示装置１３
の下端より僅かに下方の位置まで延び、その上端と中央下部とには、リングカバー１３１
及び摺動リング１３２を受容するリング受容開口１４１Ａが形成されている。
【０１３４】
　駆動ベース１４０のうちリング受容開口１４１Ａの開口縁には、右側部分（図４２にお
ける左側部分）に、後方に開放した第１シャフト受容溝１４１Ｕが形成され、左側部分（
図４２における右側部分）に、前方に開放した第２シャフト受容溝１４１Ｖが形成されて
いる。第２シャフト受容溝１４１Ｖの左部（図４２における右部）は、開口縁同士を連絡
する前壁１４１Ｖ１により覆われていて、第２シャフト受容溝１４１Ｖの右部（図４２に
おける左部）は、後方に開放している。また、駆動ベース１４０の後面には、第１シャフ
ト受容溝１４１Ｕの右端部（図４２における左端部）を後方から閉塞する抜け止め部材１
４１Ｔが取り付けられている。抜け止め部材１４１Ｔの右端部には、第１シャフト受容溝
１４１Ｕの底部（前側端部）まで延びる抜け止め壁１４１Ｔ１が設けられている。
【０１３５】
　ガイドシャフト１３０は、まず、右端部（図４２における左端部）を駆動ベース１４０



(23) JP 2021-106708 A 2021.7.29

10

20

30

40

50

のリング受容開口１４１Ａから裏側に配置した状態で、左端部（図４２における右端部）
を第２シャフト受容部１４１Ｖの前壁１４１Ｖ１の奥側に受容させ、右端部を第１シャフ
ト受容部１４１Ｕ内に収める。この状態で抜け止め部材１４１Ｔを後方から取り付けるこ
とで、駆動ベース１４０にガイドシャフト１３０が固定され、表示装置１３が駆動ベース
１４０に直動可能に支持される。
【０１３６】
　駆動ベース１４０における２つのリング受容開口１４１Ａの間には、表示装置１３にお
ける液晶モニタ１３Ｌの貫通孔１３Ｎ１に重なるケーブル開口１４１Ｂが形成されている
。ケーブル開口１４１Ｂは、表示装置１３が第１位置にある際に貫通孔１３Ｎ１が配され
る位置（図４２参照）と、表示装置１３が第２位置にある際に貫通孔１３Ｎ１が配される
位置（図４３参照）と、の間のほぼ全体に開口し、表示装置１３の位置に拘らず、貫通孔
１３Ｎ１を露出させ、液晶モニタ１３Ｌに接続されるケーブルを裏側筐体７０の後方に取
り回し可能とする。
【０１３７】
　駆動ベース１４０の下端部には、表示装置１３を駆動させるための駆動モータ１４５と
、駆動モータ１４５の動力を表示装置１３に伝達する駆動ギア１５０と、駆動モータ１４
５のモーターギア１４５Ｇ（図３８参照）と駆動ギア１５０との間を中継する複数の中継
ギア１４９（図４２参照）とが取り付けられている。以下、詳細を説明する。
【０１３８】
　図３８、図４０及び図４２に示すように、駆動モータ１４５は、駆動ベース１４０にお
ける右下端部に固定されていて、駆動ギア１５０は、駆動ベース１４０の下端部における
左右方向の中央に回転軸１５０Ｊが位置するようにして、駆動ベース１４０の前面に軸支
されている。図４４に示すように、駆動ベース１４０のベース板１４０Ａのうち下端部の
左右方向の中央部には、板厚２～３枚分後方に陥没した陥没部１４０Ｕが形成されていて
、駆動ギア１５０はこの陥没部１４０Ｕに受容されている。また、図３８に示すように、
駆動モータ１４５は、モータ本体１４５Ａが駆動ベース１４０の前面側に配される一方、
モーターギア１４５Ｇは駆動ベース１４０の前面側に配されていて、これらを接続するモ
ータ軸１４５Ｊが駆動ベース１４０のベース板１４０Ａに形成された貫通孔（図示せず）
を挿通している。
【０１３９】
　図４４に示すように、陥没部１４０Ｕの下端は、上下方向に貫通しており、陥没部１４
０Ｕ内とその下方のベース板１４０Ａの裏側領域とが連通している。そしてベース板１４
０Ａの後面のうち駆動ギア１５０の下方とモーターギア１４５Ｇの左方（裏側から見て右
方）との間に６つの中継ギア１４９が配され、駆動ギア１５０とモーターギア１４５Ｇと
が連結される。図４０に示すように、駆動ギア１５０の外周部は、２４０度程の領域が中
継ギア１４９（図４２参照）と噛み合う歯になっていて、残りの１２０度程の領域からは
、外方に扇状の張出片１５０Ａが張り出している。
【０１４０】
　この張出片１５０Ａには、図４５に示される第１状態において、下側端部から張出片１
５０Ａの周方向の長さの１／３分程上方の位置に、結合ピン１５０Ｐが備えられている。
図４６及び図４７は、モニタベース板１３Ｎ及び結合ピン１５０Ｐを前方から見た図であ
る。同図に示すように、結合ピン１５０Ｐは、張出片１５０Ａから前方に突出して長孔１
３４を挿通し、前端に抜け止め部材１５０Ｎを取り付けてなる。図４７に示すように、抜
け止め部材１５０Ｎは、円板状をなし、その直径は、モニタベース板１３Ｎにおける長孔
１３４のうち幅狭レール部１３４Ｂの幅よりも大きく、大開口部１３４Ａの幅よりも小さ
くなっている（図４８参照）。また、図４８に示すように、抜け止め部材１５０Ｎが長孔
１３４の上端部に配されると、長孔１３４の１対の突片１３４Ｔの傾斜部１３４Ｔ１が抜
け止め部材１５０Ｎの円弧より下方に配され、１対の突片１３４Ｔと抜け止め部材１５０
Ｎとが干渉しないようになる。これにより、結合ピン１５０Ｐが幅狭レール部１３４Ｂ内
に配されている状態では、結合ピン１５０Ｐが長孔１３４から着脱不能である一方、結合
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ピン１５０Ｐが大開口部１３４Ａ内に配されている状態では、結合ピン１５０Ｐが長孔１
３４から着脱可能となる。
【０１４１】
　さて、駆動ギア１５０は、結合ピン１５０Ｐが回転軸１５０Ｊより左側（図４５におけ
る右側）で長孔１３４の下端部に位置する第１位置（図４５参照）から、時計回り（図４
５における反時計回り）に回動し、結合ピン１５０Ｐが長孔１３４の上端部に配される着
脱位置を通り、結合ピン１５０Ｐが回転軸１５０Ｊより右側（図４０における左側）で長
孔１３４の下端部に位置する第２位置（図４０参照）まで回動可能である。
【０１４２】
　駆動ギア１５０が第１位置に配されると（図４５参照）、表示装置１３は可動範囲の右
端である第１位置（図３８参照）に配される。そして、駆動ギア１５０が第１位置から時
計回りに回動すると、結合ピン１５０Ｐの回動により結合ピン１５０Ｐが右側（図４０に
おける左側）の突片１３４Ｔを押し、前方から見て表示装置１３を左方へ移動させる。こ
のとき、結合ピン１５０Ｐは長孔１３４内を上方に移動する。駆動ギア１５０が着脱位置
に配されたのち、さらに駆動ギア１５０が時計回りに回動すると、結合ピン１５０Ｐが長
孔１３４内を下方に移動し、再び右側（図４５における左側）の突片１３４Ｔを押し、表
示装置１３を右方へ移動させる。その後、駆動ギア１５０が第２位置に配されると（図４
０参照）、駆動が停止する。このとき、表示装置１３は可動範囲の右端である第２位置（
図３９参照）に配される。反対に、駆動ギア１５０が反時計回りに駆動されて、第２位置
から第１位置に回転すると、結合ピン１５０Ｐが左側（図４０における右側）の突片１３
４Ｔを押し、表示装置１３が第２位置から第１位置に移動する。また、１対の突片１３４
Ｔの上端部に傾斜部１３４Ｔ１が設けられているので、結合ピン１５０Ｐが大開口部１３
４Ａから幅狭レール部１３４Ｂに移動する際に傾斜部１３４Ｔ１に案内されてスムーズに
移動する。
【０１４３】
　なお、図４０及び図４５に示すように、駆動ギア１５０の周囲には、駆動ギア１５０の
張出片１５０Ａを検出することにより駆動ギア１５０が第１位置（図４５参照）及び第２
位置（図４０参照）に配されたことを検出するフォトセンサ１５０Ｓが２つ配置されてい
る。
【０１４４】
　表示装置１３及び可動役物９９の構成に関する説明は以上である。次に、これら表示装
置１３及び可動役物９９の動作の説明と併せて、演出について説明する。上述したように
、遊技機１０は、通常は、通常状態になっていて、左打ちが行われる。左打ち中は、図１
４及び図２５に示されるように、メイン演出部材８０が第１状態（即ち、第１～第３の演
出部材８１～８３が前後方向で重なり第１演出部材８１（ロゴ）のみが前方から視認可能
な状態）で裏側筐体７０内の右側端部に配され、サブ演出部材１００が移動範囲の下端（
始端）に配され、表示装置１３が第１位置（裏側筐体７０内の左側端部）に配される。遊
技板１１の前方から見ると、規制枠部材２３の内側に表示装置１３の表示画面１３Ｇと第
１演出部材８１（ロゴ）の左縁部とが配され、サブ演出部材１００が視認不可な状態にな
る。なお、遊技板１１、入賞カバー部１４及び入賞ベース部１５が透明なので、第１演出
部材８１（ロゴ）が部分的に視認可能となり、遊技者によってはロゴの文字が認識可能と
なる。
【０１４５】
　このとき、メイン演出部材８０では、第１演出部材８１のモーター８１Ｍと第３演出部
材８３のモーター８３Ｍとが停止位置で励磁されていて、トーションバネ９５の不勢力に
より第１～第３の演出部材８１～８３が第１状態から第２状態（第１～第３の演出部材８
１～８３が横並びになった状態）に変化することが防がれる。なお、本実施形態ではモー
ター８１Ｍ，８３Ｍの励磁により第１状態が保たれていたが、ロック機構を設けてもよい
し、摩擦や重力等により第１状態が保たれてもよいし。また、サブ演出部材１００を駆動
する直動駆動源１０９及び表示装置１３を駆動する駆動モータ１４５は非励磁状態になっ
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ている。
【０１４６】
　通常状態において特図判定の結果が大当りになると、大当り遊技が実行されて第１大入
賞口３５が開放されるので、第１大入賞口３５に遊技球を入賞させるために右打ちが行わ
れる。右打ちに移行すると、メイン演出部材８０における第１演出部材８１と第３演出部
材８３とが同じ速度で左方へ移動するようにモーター８１Ｍ，８３Ｍが駆動される。これ
により、メイン演出部材８０が第１状態のまま（ロゴのみが視認可能なまま）裏側筐体７
０内の左側端部まで移動し、ロゴの略全体が規制枠部材２３の内側に配される。
【０１４７】
　メイン演出部材８０の左方への移動に併せて、表示装置１３が右方へ移動する。詳細に
は、駆動モータ１４５により駆動ギア１５０が時計回りに回転駆動され、表示装置１３が
第２位置（裏側筐体７０内の右側端部）まで移動する。
【０１４８】
　大当たり遊技後の遊技状態が通常状態に設定された場合、メイン演出部材８０が、裏側
筐体７０内の左側端部から右側端部に戻り、表示装置１３が第１位置に戻る。一方、大当
り遊技の後の遊技状態が確変時短状態又は確変非時短状態に設定された場合、そのままの
配置（即ち、ロゴが左に配され、表示装置１３が右に配された状態）で遊技が進行する。
【０１４９】
　さらに、遊技状態が確変非時短状態になると、サブ演出部材１００が発光して上方へ移
動し、中間位置、即ち、第２大入賞口３６の高さに配される。そして、例えば、表示画面
１３Ｇのうちサブ演出部材１００の上方領域には、キャラクター画像１３Ｘ等による画像
演出が表示される一方、下方領域には「ここを狙え」というメッセージが表示され、遊技
者に、第２大入賞口３６への入賞を意識するように促す。なお、上述のようにサブ演出部
材１００の上下で異なる演出が行われる構成であってもよいし、単に、表示画面１３Ｇ全
体で１つの演出が行われ、その一部がサブ演出部材１００により隠された構成であっても
よい。
【０１５０】
　サブ演出部材１００の移動の際、中間フォトセンサ１１６がサブ演出部材１００の中間
遮光板１０４Ｄを検知したことによって、サブ演出部材１００が中間位置に停止するよう
に直動駆動源１０９が制御される。また、サブ演出部材１００が中間位置に維持される際
も、サブ演出部材１００が中間位置からずれて中間遮光板１０４Ｄの検出領域１１６Ｋか
らのズレを中間フォトセンサ１１６が検知すると、サブ演出部材１００が中間位置に戻る
ように直動駆動源１０９が制御される。
【０１５１】
　そして、確変非時短状態中に、特別始動入賞口３３に入賞した（通過した）遊技球が演
出用入球部３４に入球すると、上述した顔出現演出が行われる。顔出現演出では、まず、
サブ演出部材１００が発光を強めたり弱めたりしながら中間位置から上端位置に移動した
のち、再び中間位置に戻り、遊技者に演出に注目させる。このとき、左右の上部フォトセ
ンサ１１５の両方がサブ演出部材１００を検知してから、サブ演出部材１００は下方への
移動を開始する。
【０１５２】
　その後、メイン演出部材８０において、第１演出部材８１のモーター８１Ｍが停止状態
で励磁されたまま、第３演出部材８３が右方へ移動するように第３演出部材８３のモータ
ー８３Ｍが駆動される。第３演出部材８３の移動により結合ピン８３Ｐが連結アーム９０
の下端長孔９０Ｎの開口縁の右側縁を押すことで連結アーム９０が反時計回りに回動し、
中間長孔９０Ｍも右方へ移動することで、第２演出部材８２も右方へ移動する。これによ
り、メイン演出部材８０が、第１～第３の演出部材８１～８３が横並びとなる第２状態に
なり、キャラクターの顔がロゴの後ろから現れた状態になる。一定期間その状態が維持さ
れたのち、第３演出部材８３が左方へ移動するように第３演出部材８３のモーター８３Ｍ
が駆動され、メイン演出部材８０が第１状態に戻る。
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【０１５３】
　以上が、遊技機１０の可動役物９９や表示装置１３の移動による演出の構成である。本
実施形態の遊技機１０によれば、表示装置１３、しかも、規制枠部材２３内の領域の大半
を占める表示装置１３が動くという斬新な演出を提供することができる。また、従来の遊
技機では、表示装置１３を横長に配置するところ、縦長に配置することで、上下方向の画
像表示範囲を大きくしつつ、その表示装置１３を可動式にすることで、左右方向の画像表
示範囲が限定されることも防がれる。さらに、表示装置１３の移動を、前方に配されたメ
イン演出部材８０の動きに合わせて行うので、表示装置１３の移動による違和感を抑える
とともに、表示装置１３及びメイン演出部材８０による動きを楽しむことができる。
【０１５４】
　なお、画像表示範囲を広げるなら、単に、表示装置１３を大きくすることも考えられる
が、本実施形態のように、従来横長に配置される表示装置１３を縦長に配置し、移動可能
とすることで、従来の表示装置を流用できるので、コスト増大を抑えつつ、表示範囲を広
げることができる。
【０１５５】
　ところで、表示装置１３は、表示装置１３に設けられた長孔１３４が駆動ギア１５０の
結合ピン１５０Ｐに挿通されることにより、駆動モータ１４５の動力が伝達されて移動可
能になっている。また、長孔１３４の上端部には、結合ピン１５０Ｐの抜け止め部材１５
０Ｎが通過可能な大開口部１３４Ａが形成されていて、この大開口部１３４Ａに結合ピン
１５０Ｐが配されたときに、結合ピン１５０Ｐと長孔１３４との結合が解除可能となる。
これにより、表示装置１３の裏側筐体７０の駆動ベース１４０への取り付けは、駆動ギア
１５０を結合ピン１５０Ｐが上端に配される位置にした状態で結合ピン１５０Ｐを表示装
置１３の大開口部１３４Ａに受容させ、上下のガイドシャフト１３０をリング受容開口１
４１Ａの開口縁に固定されることで行われる。なお、結合ピン１５０Ｐの大開口部１３４
Ａへの受容と、ガイドシャフト１３０の固定とが逆に行われてもよい。
【０１５６】
　上述したように、結合ピン１５０Ｐが表示装置１３の大開口部１３４Ａに受容された状
態では、表示装置１３は左右方向の中央に配される。また、表示装置１３が裏側筐体７０
内の左側縁部（第１位置）及び右側縁部（第２位置）に配されたときは、結合ピン１５０
Ｐは長孔１３４の下端部に配される。
【０１５７】
　ここで、本実施形態では、表示装置１３は、通常状態（左打ち状態）では、裏側筐体７
０内の左側縁部（第１位置）に配され、右打ち状態では、裏側筐体７０内の右側縁部（第
２位置）に配されるように構成され、表示装置１３が、左右方向の中央、即ち、結合ピン
１５０Ｐが長孔１３４から離脱可能な位置には、移動途中で瞬間的に配されるだけである
ので、例えば振動などにより遊技中に結合ピン１５０Ｐが長孔１３４から外れ、表示装置
１３が移動しなくなることが抑制される。また、搬入や運搬時は、表示装置１３は、通常
状態での位置である第１位置に配されると考えられ、結合ピン１５０Ｐが長孔１３４から
外れることが、搬入や運搬時にも防がれる。換言すれば、表示装置１３を駆動ベース１４
０に対して着脱可能な位置を、遊技中に配されることが少ない位置にしたので、表示装置
１３が意図せず駆動ベース１４０から外れてしまうことが防がれる。
【０１５８】
　特に、本実施形態では、長孔１３４が表示装置１３に設けられていて、抜け止め部材１
５０Ｎが、モニタベース板１３Ｎと液晶モニタ１３Ｌとに挟まれるので、抜け止め部材１
５０Ｎを後付けできないため、長孔１３４に大開口部１３４Ａが必要となるところ、上述
したように、表示装置１３を駆動ベース１４０に対して着脱可能な位置を、遊技中に配さ
れることが少ない位置にしたので、表示装置１３の駆動ベース１４０への組み付けを容易
にしつつ、表示装置１３が意図せず外れることが防がれる。
【０１５９】
　また、表示装置１３が第１位置（又は第２位置）から第２位置（又は第１位置）へ移動
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する際、左右方向の中央に位置し（通過し）、結合ピン１５０Ｐが大開口部１３４Ａに配
されることがあるが、１対の突片１３４Ｔの上端部には傾斜部１３４Ｔ１が設けられてい
るので、結合ピン１５０Ｐが大開口部１３４Ａから幅狭レール部１３４Ｂに移動する際に
傾斜部１３４Ｔ１に案内されてスムーズに移動する。
【０１６０】
　また、本実施形態の遊技機１０では、第１演出部材８１と第３演出部材８３とが裏側筐
体７０に対してそれぞれ独立して移動可能でありながら、第１演出部材８１と第３演出部
材８３とが連結アーム９０により連結されているので、第１演出部材８１と第３演出部材
８３とこれらに連結アーム９０を介して連結された第２演出部材８２とを同時に動かすこ
と（第１状態のまま移動させること）や、第３演出部材８３（又は第１演出部材８１）を
第１演出部材８１（又は第３演出部材８３）に対して相対的に移動させることで、第３演
出部材８３（又は第１演出部材８１）に加えて第２演出部材８２を第１演出部材８１（又
は第３演出部材８３）に対して相対的に移動させること（第１状態から第２状態に、また
は、第２状態から第１状態に、変化させること）ができ、多彩な演出を行うことができる
。
【０１６１】
　なお、第１演出部材８１のみが裏側筐体７０に移動可能に支持され、第３の演出部材８
３が第１演出部材８１に支持される（つまり、裏側筐体７０に直接は支持されない）構成
とすることも考えられるが、本実施形態によれば、例えば、メイン演出部材８０が第１状
態のまま裏側筐体７０内の右端部から左端部に移動するとき等に、第１演出部材８１のモ
ーター８１Ｍと、第３の演出部材８３のモーター８３Ｍとが作動することにより、１つの
モーターに対する負荷を抑えることができる。
【０１６２】
　さらに、第１演出部材８１と連結アーム９０との間にトーションバネ９５が取り付けら
れていて、メイン演出部材８０が第１状態から第２状態になることがアシストされるので
、第３の演出部材８３の動き始めの加速度が高まり、インパクトを与えることができる。
また、トーションバネ９５が第１演出部材８１と連結アーム９０との間に配されているの
で、メイン演出部材８０が第１状態のまま移動するときの妨げにならない。
【０１６３】
　ところで、本実施形態の遊技機１０は、上述したように、サブ演出部材１００の位置の
検知のため、フォトセンサ１１４，１１５，１１６を備えているが、これらフォトセンサ
１１４，１１５，１１６のうち、特に、中間フォトセンサ１１６及び上部フォトセンサ１
１５にサブ演出部材１００が検知されないと、表示画面１３Ｇでの画像演出との連動がう
まくいかなかったり、演出のタイミングがずれてしまうという問題が生じる。
【０１６４】
　ここで、フォトセンサ１１５，１１６にサブ演出部材１００が検出されない要因として
、サブ演出部材１００の遮光板１０４Ｂ，１０４Ｄが、フォトセンサ１１５，１１６の検
出領域１１５Ｋ，１１６Ｋからずれてしまうことが考えられる。これに対して、本実施形
態では、中間フォトセンサ１１６に中間ガイド部１１７Ｇが設けられていて、中間遮光板
１０４Ｄが正しい軌道からずれた状態で中間ガイド部１１７Ｇに近づくと、テーパー壁１
１７Ｕによって正しい軌道に誘導され、１対の対向壁１１７Ｔ間を通過して、そのまま検
出領域１１６Ｋに到達する。これにより、サブ演出部材１００が、演出位置に位置してい
ることを中間フォトセンサ１１６で正しく検知することが可能となる。なお、サブ演出部
材１００の移動の妨げにならないように、前方に取り付けられている。
【０１６５】
　また、上述したように、サブ演出部材１００は、確変非時短状態中（顔出現演出以外）
、中間位置に保持される。このとき、中間フォトセンサ１１６が左右の両方にあると、左
右の直動部材１０４の高さがずれたときに、そのずれを戻そうとしてしてサブ演出部材１
００が発振してしまう虞がある。しかしながら、本実施形態では、中間フォトセンサ１１
６が右側に１つだけ配されているので、サブ演出部材１００の発振の発生を抑えることが
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でき、サブ演出部材１００の高さを、遊技領域Ｒ１の右部に配置された第２大入賞口３６
の高さとずれにくくすることができる。
【０１６６】
　また、サブ演出部材１００では、左右の直動部材１０４が別々の直動駆動源１０９によ
り駆動されているため、移動範囲の終端である上端位置では、特にそのずれが大きくなり
、サブ演出部材１００がひずんで上部遮光板１０４Ｂが正しい軌道からずれやすくなると
考えられるところ、本実施形態によれば、上部フォトセンサ１１５にも、上部ガイド部１
２１Ｇが設けられているので、サブ演出部材１００が上端位置まで移動する際も、上部遮
光板１０４Ｂが正しい軌道からずれてしまったときには、上部ガイド部１２１Ｇ（第１誘
導部１１９Ｇ又は第２誘導部１２０Ｇ）により上部フォトセンサ１１５の検出領域１１５
Ｋに誘導され、サブ演出部材１００が上端位置に到達したことを上部フォトセンサ１１５
で正しく検知することが可能となる。さらに、上部フォトセンサ１１５は、左右両方に備
えられているため、左右の直動部材１０４の高さのずれを上端位置でリセットでき、その
後のサブ演出部材１００の移動が安定する。
【０１６７】
　この上部フォトセンサ１１５は、直動ガイド支持部材１１９に組み付けられ、フォトセ
ンサ抜止部材１２０で抜け止めされて固定されている。上部フォトセンサ１１５に近接し
て設けられる上部ガイド部１２１Ｇは、直動ガイド支持部材１１９の一部である第１誘導
部１１９Ｇと、フォトセンサ抜止部材１２０の一部である第２誘導部１２０Ｇと、によっ
て構成される。このことから、本実施形態の遊技機１０では、所定の位置に、上部フォト
センサ１１５の組み付けを行うと、上部フォトセンサ１１５の近傍に上部ガイド部１２１
Ｇを備えることが可能となる。
【０１６８】
　［他の実施形態］
　（１）上記実施形態では、第１と第２の大入賞口３５，３６、及び第２普図始動入賞口
３２は、上方に開口し、遊技機１０の前後方向にスライドする可動扉３５Ｔ，３６Ｔ，３
２Ｔによって開閉されていたが、入賞ベース部１５の前面に開口して、その開口の下縁部
を中心に回動する開閉扉によって開閉される構成であってもよい。
【０１６９】
　このとき、入賞カバー部１４が備えられていなくてもよく、右側流下領域Ｒ３の第１～
第４流下通路及び逸脱通路５１～５５は、入賞ベース部１５の前面に側壁や障害釘等を備
えることによって形成されていてもよい。
【０１７０】
　（２）上記実施形態では、複数の開閉入賞口の可動扉（３２Ｔ，３５Ｔ，３６Ｔ）と、
これらの駆動源と、これら入賞口に取り込まれた遊技球が共通して通過する入賞樋４０と
、が入賞ベース部１５に一体に組み付けられた構成を、右側流下領域Ｒ３に配置された複
数の開閉入賞口に適用した例を示したが、下側流下領域Ｒ４に複数の開閉入賞口を備えた
構成に適用してもよい。
【０１７１】
　（３）上記実施形態では、入賞カバー部１４の後面と入賞ベース部１５の前面に挟まれ
た遊技領域Ｒ１の開口部１１Ｓは、遊技板１１には、遊技板１１に形成された表示開口１
１Ｈと連続し、表示開口１１Ｈの一部として形成されていたが、表示開口１１Ｈとは別に
貫通形成されていてもよい。
【０１７２】
　（４）第２始動入賞口３２への入球に起因するか特別始動入賞口３３への入球に起因す
るかで特別図柄の変動時間を異ならせてもよいし、小当たりの種類を異ならせてもよい。
【０１７３】
　（５）上記実施形態では、連結アーム９０に第２演出部材８２が連結されていたが、第
２演出部材８２がなくてもよい。また、上記実施形態では、連結アーム９０が第１～第３
の演出部材８１～８３の後面側に配されほとんど視認されない構成であったが、連結アー
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ム９０を視認可能としてもよい。この場合、連結アーム９０に装飾が施され、その装飾と
第１及び第３の演出部材８１，８３とが融合する構成であってもよい。
【０１７４】
　（６）上記実施形態では、メイン演出部材８０が、第１状態で裏側筐体７０内の左端部
に配され、第３演出部材８３が駆動されることにより第２状態になる構成であったが、第
１状態で裏側筐体７０内の右端部に配され、第１演出部材８１が駆動されることにより第
２状態になる構成であってもよいし、両方の動きを行う構成であってもよい。この場合、
裏側筐体７０に対して第１演出部材８１と第３演出部材８３を別々に駆動可能としたこと
による効果をより享受することができる。
【０１７５】
　（７）上記実施形態では、第１演出部材８１の移動方向と第３演出部材８３の移動方向
とが共に左右方向であったが、共に上下方向又は前後方向で移動する構成であってもよい
し、第１演出部材８１と第３演出部材８３とが異なる方向に移動する構成であってもよい
。
【０１７６】
　（８）上記実施形態では、トーションバネ９５は、メイン演出部材８０を第２状態に付
勢していたが、第１状態に付勢していてもよい。
【０１７７】
　（９）上記実施形態では、上部フォトセンサ１１５及び中間フォトセンサ１１６にのみ
ガイド部１２１Ｇ，１１７Ｇが備えられていたが、下部フォトセンサ１１４にも備えられ
ていてもよい。
【０１７８】
　（１０）上記実施形態では、各フォトセンサ１１４，１１５，１１６に検知される遮光
板１０４Ｂ，１０４Ｃ，１０４Ｄが別個に設けられていたが、１つの遮光板が複数のフォ
トセンサに検知される構成であってもよい。例えば、上部フォトセンサ１１５及び下部フ
ォトセンサ１１４を中間フォトセンサ１１６と同様、直動部材１０４の前方に配し、直動
部材１０４から前方に突出する中間１０４Ｄを、各フォトセンサ１１４，１１５，１１６
が検知する構成であってもよい。
【０１７９】
　（１１）上記実施形態では、特許請求の範囲中の「検出センサ」がフォトセンサであっ
たが、これに限られるものではない。
【０１８０】
　（１２）上記実施形態では、表示装置１３が左右方向に移動する構成であったが、上下
方向に移動する構成であってもよい。
【０１８１】
　（１３）上記実施形態では、着脱可能な位置を演出位置間の移動の途中に配する構成を
、表示装置に適用していたが、可動役物に適用してもよい。
【０１８２】
　＜付記＞
　以下、上述した各実施の形態から抽出される発明群の特徴について、必要に応じて効果
等を示しつつ説明する。
【０１８３】
　以下の特徴Ａ群は、「遊技機」に関し、「特許文献Ａ（特開２００６－２８０６１０号
公報（段落[００４４］、［００６４］、［００６５］、図９，１１））には、入賞口に
入賞した遊技球を遊技領域の裏側に取り込み、別々のルートに通して、遊技領域の下端部
で合流させるものが知られている。」という背景技術について、「遊技領域の裏側を流下
する遊技球の通路をコンパクトにすることが求められている。」という課題をもってなさ
れたものである。
【０１８４】
　［特徴Ａ１］
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　遊技球が流下可能な遊技領域（遊技領域Ｒ１）を前面に有する遊技板（遊技板１１）と
、
　前記遊技領域に配され、可動扉（可動扉３２Ｔ，３５Ｔ，３６Ｔ）により開閉される開
閉入賞口（第２始動入賞口３２，第１大入賞口３５，第２大入賞口３６）と、
　前記開閉入賞口に入賞して前記遊技領域外に取り込まれた遊技球を下方に流下させ、前
記遊技領域の下端部のアウト口（アウト口１９Ａ）に取り込まれた遊技球と合流させる入
賞樋（入賞樋４０）と、を備える遊技機において、
　前記開閉入賞口を複数有し、
　前記入賞樋は、複数の前記開閉入賞口に入賞した遊技球が共通して通過する遊技機。
【０１８５】
　［特徴Ａ２］
　複数の前記開閉入賞口のそれぞれに対応して、前記可動扉と、前記可動扉を駆動する駆
動源と、を有する入賞扉駆動部を複数備え、
　複数の前記入賞駆動部と、前入賞樋とが一体に組み付けられてなり、前記遊技板の後面
に固定される入賞ベース部（入賞ベース部１５）を備える特徴Ａ１に記載の遊技機。
【０１８６】
　［特徴Ａ３］
　前記入賞ベース部は、それぞれ一体成形された前壁部材（前壁部材１５Ａ）と後壁部材
（後壁部材１５Ｂ）とを備え、
　前記前壁部材と前記後壁部材とが協働して、前記入賞樋と、複数の前記入賞扉駆動部の
少なくとも一部を収容するケース部（入賞突部１８の後面側と第１前面１７Ａとの間）と
、を構成する特徴Ａ２に記載の遊技機。
【０１８７】
　［特徴Ａ４］
　前記入賞ベース部において、前記入賞樋と、前記ケース部と、は左右方向で並んでいる
特徴Ａ３に記載の遊技機。
【０１８８】
　［特徴Ａ５］
　前記入賞ベース部は、
　前記遊技板の後面に重ねられる第１前面（第１前面１７Ａ）と、
　前記第１前面よりも前方に突出し、前記遊技板に形成された開口内に受容された入賞突
部（入賞突部１８）と、
　前記入賞突部の前面をなし、前記遊技板の前面と面一に延びる第２前面（入賞突部１８
の前面１８Ａ）と、を有し、
　前記遊技板の前面に固定され、前記入賞ベース部の前記第２前面との間に上方に開放さ
れた複数の前記開閉入賞口を形成する入賞カバー部（入賞カバー部１４）を備え、
　前記可動扉は、前後方向にスライドして前記開閉扉を開閉する特徴Ａ２からＡ４の何れ
か１に記載の遊技機。
【０１８９】
　［特徴Ａ６］
　前記入賞ベース部と前記入賞カバー部とは、互いに凹凸係合する係合部（係合突部１４
Ｋ，係合凹部１５Ｋ）をそれぞれ有している特徴Ａ４に記載の遊技機。
【０１９０】
　［特徴Ａ７］
　前記入賞カバー部は、前記遊技板の前記開口に前面側から取り付けられ、前記遊技領域
を流下する遊技球が前記開口内に進入することを規制する規制枠部材（規制枠部材２３）
に一体形成されている特徴Ａ５又はＡ６に記載の遊技機。
【０１９１】
　［特徴Ａ８］
　前記入賞樋及び前記入賞カバー部のうち前記入賞樋と重なる部分は透明になっている特
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徴Ａ７に記載の遊技機。
【０１９２】
　［特徴Ａ９］
　複数の前記開閉入賞口には、大入賞口（第１大入賞口３５，第２大入賞口３６）と始動
入賞口（第２始動入賞口３２）とが含まれる特徴Ａ１又からＡ８の何れか１に記載の遊技
機。
【０１９３】
　［特徴Ａ１０］
　前記始動入賞口の上下に前記大入賞口が配されている特徴Ａ９に記載の遊技機。
【０１９４】
　以下の特徴Ｂ群は、「可動役物を有する遊技機」に関し、「特許文献Ｂ（特開２００８
－１３６７２８号公報（段落［００３５］、［図５］））には、可動役物が特定位置に配
されているか否かを検出する検出センサを備えるものが知られている」という背景技術に
ついて、「特許文献Ｂの遊技機では、検出精度の向上が望まれている。」という課題をも
ってなされたものである。
【０１９５】
　［特徴Ｂ１］
　可動役物（サブ演出部材１００）に設けられた被検出部（上部遮光板１０４Ｂ，中間遮
光板１０４Ｄ）が、検出センサ（上部フォトセンサ１１５，中間フォトセンサ１１６）の
検出領域（検出領域１１５Ｋ、１１６Ｋ）に進入したか否かによって、前記可動役物が特
定位置に配されたか否かを検出する遊技機であって、
　前記可動役物の動きに伴う前記被検出部の軌道上又は軌道近傍に、前記被検出部が前記
検出領域に進入するように案内するガイド部（上部ガイド部１２１Ｇ，中間ガイド部１１
７Ｇ）を備える遊技機。
【０１９６】
　［特徴Ｂ２］
　前記検出センサは、射光部（射光部１１５Ａ，１１６Ａ）と前記射光部からの光を受け
る受光部（受光部１１５Ｂ，１１６Ｂ）との間に前記検出領域を有するフォトセンサであ
り、
　前記ガイド部は、前記射光部と前記受光部との少なくとも一方の横に隣接配置されてい
る特徴Ｂ１に記載の遊技機。
【０１９７】
　［特徴Ｂ３］
　前記可動役物は、遊技板の前面に沿って、待機位置から演出停止位置を通過して終端位
置まで移動可能になっていて、
　前記可動役物が前記待機位置と前記終端位置との少なくとも一方である第１の前記特定
位置に配されたことを検出するための第１の前記検出センサ（上部フォトセンサ１１５）
と、前記可動役物が前記演出停止位置に配されたことを検出するための第２の前記検出セ
ンサ（中間フォトセンサ１１６）と、を備える特徴Ｂ１又はＢ２に記載の遊技機。
【０１９８】
　［特徴Ｂ４］
　前記第１の検出センサの前記検出領域に進入する第１の前記被検出部（上部遮光部１０
４Ｂ）と、前記第２の検出センサの前記検出領域に進入する第２の前記被検出部（中間遮
光部１０４Ｄ）と、を別個に備える特徴Ｂ３に記載の遊技機。
【０１９９】
　［特徴Ｂ５］
　前記第１の検出センサが、前記可動役物が通過する領域の延長線上に配されると共に、
前記第１の被検出部が、前記可動役物からその移動方向における外方に延びて構成され、
　前記第２の検出センサが、前記可動役物が通過する領域から前記可動役物の移動方向と
直交する第１方向にずれた位置に配されると共に、前記第２の被検出部が、前記可動役物
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から前記第１方向に延びて構成されている特徴Ｂ４に記載の遊技機。
【０２００】
　［特徴Ｂ６］
　前記第２の被検出部を前記第２の検出センサの前記検出領域に案内する前記ガイド部は
、前記第２の被検出部の軌道を挟んで前記第２の前記検出センサの前記検出領域と同じ幅
で対向する対向部（対向壁１１７Ｔ）と、前記対向部における前記第２の検出センサと反
対側の端部をテーパー状に広げてなるテーパー部（テーパー壁１１７Ｕ）とを有し、前記
第２の前記検出センサに対して前記可動役物の進行方向の両側に配されている特徴Ｂ５に
記載の遊技機。
【０２０１】
　［特徴Ｂ７］
　前記可動役物は、互いに平行に延びた１対のガイドシャフト（ガイドシャフト１３０）
のそれぞれに挿通される１対の直動部材（直動部材１０４）の間を架橋部（可動装飾部１
０５）が架橋した構成をなし、
　前記第１の被検出部は、前記１対の直動部材の両方に配され、
　前記第２の被検出部は、前記１対の直動部材の一方にのみ配されている特徴Ｂ４からＢ
６の何れか１に記載の遊技機。
【０２０２】
　［特徴Ｂ８］
　前記可動役物は、上下方向に直動し、前記演出停止位置において、遊技球が流下する遊
技領域に備えられた特定入賞口（第２大入賞口３６）と同じ高さに配され、
　前記第２の被検出部は、前記１対の直動部材のうち、前記特定入賞口に近い方の前記直
動部材にのみ配されている特徴Ｂ７に記載の遊技機。
【０２０３】
　以下の特徴Ｃ群は、「可動役物を有する遊技機」に関し、「特許文献Ｃ（特開２０１８
－５０８５０号公報（段落「００１９」，「００２０」，図６））には、固定ベースに移
動可能に支持された第１可動役物に第２可動役物が連結されているものが知られている（
例えば、特許文献Ｃ参照）。特許文献Ｃの遊技機では、第２可動役物は、第１可動役物に
移動可能に支持されていた。」という背景技術について、「特許文献Ｃの遊技機では、第
１及び第２の可動役物の動きを多様化することが求められている。」という課題をもって
なされたものである。
【０２０４】
　［特徴Ｃ１］
　固定ベースに移動可能に支持された第１及び第２の可動役物（第１演出部材８１，第３
演出部材８３）と、
　前記第１及び第２の可動役物をそれぞれ独立して駆動可能な第１及び第２の駆動源（モ
ーター８１Ｍ，８３Ｍ）と、
　前記第１及び第２の可動役物を、互いに相対移動可能に連結する連結部材（第２演出部
材８２，連結アーム９０）と、
　弾性変形し、前記第１及び第２の可動役物が相対的に近づく動き又は相対的に遠ざかる
動きをアシストする弾性部材（トーションバネ９５）と、を備える遊技機。
【０２０５】
　［特徴Ｃ２］
　前記第１及び第２の可動役物は、前後方向にずれて配置され、かつ、遊技板に沿って移
動し、前記第１及び第２の可動役物が前後方向で重なった第１状態と、前記第１及び第２
の可動役物が横方向又は上下方向にずれた第２状態と、になり得る特徴Ｃ１に記載の遊技
機。
【０２０６】
　［特徴Ｃ３］
　前記第１及び第２の可動役物は、移動方向が同じであり、前記第１状態のまま移動可能
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である特徴Ｃ２に記載の遊技機。
【０２０７】
　［特徴Ｃ４］
　前記弾性部材は、前記第１の可動役物又は前記第２の可動役物と、前記連結部材との間
に取り付けられている特徴Ｃ１からＣ３の何れか１に記載の遊技機。
【０２０８】
　［特徴Ｃ５］
　前記連結部材は、前記第１可動役物と結合する第１結合部と前記第２可動役物と結合す
る第２結合部とを有する連結アーム（連結アーム９０）と、前記連結アームに結合され、
前記第１及び第２の可動役物と異なる連動可動役物（第２演出部材８２）と、からなる特
徴Ｃ１からＣ４の何れか１に記載の遊技機。
【０２０９】
　以下の特徴Ｄ群は、「演出を行う遊技機」に関し、「特許文献Ｄ（特開２０１６－２１
４６４６号公報（段落「００２１」，図２））には、画像演出を行う表示部を有するもの
が知られている」という背景技術について、「特許文献Ｄの遊技機では、趣向性の向上が
望まれている。」という課題をもってなされたものである。
【０２１０】
　［特徴Ｄ１］
　遊技板の開口に後方から対向し、画像データが表示される表示部（表示装置１３）が移
動可能に取り付けられている遊技機。
【０２１１】
　［特徴Ｄ２］
　前記表示部は、縦長の長方形状をなし、横方向に直動する特徴Ｄ１に記載の遊技機。
【０２１２】
　［特徴Ｄ３］
　前記表示部は、前面開放の箱形をなし、前記遊技板の後面に取り付けられた裏側筐体（
裏側筐体７０）に収容され、前記裏側筐体の収容空間の上端寄り位置から下端寄り位置ま
で延びている特徴Ｄ２に記載の遊技機。
【０２１３】
　［特徴Ｄ４］
　前記表示部を移動させるための駆動源（駆動モータ１４５）と、
　前記駆動源と前記表示部との間を連絡し、前記駆動源の動力を前記表示部に伝達する動
力伝達機構（駆動ベース１４０）と、を備え、
　前記表示部は、第１演出位置と第２演出位置との間を移動し、
　前記第１演出位置と前記第２演出位置との間の特別位置で前記動力伝達機構に対して着
脱可能であり、
　前記第１演出位置と前記第２演出位置とでは前記動力伝達機構に対して着脱不能である
特徴Ｄ１からＤ３の何れか１に記載の遊技機。
【０２１４】
　［特徴Ｄ５］
　前記表示部は、左右方向に直動し、
　前記第１演出位置は直動範囲における右端と左端との一方であり、前記第２演出位置は
右端と左端との他方である特徴Ｄ４に記載の遊技機。
【０２１５】
　［特徴Ｄ６］
　前記表示部は、前面開放の箱形をなし、前記遊技板の後面に取り付けられた裏側筐体に
収容され、
　前記表示部には、互いに結合する長孔（長孔１３４）とピン（結合ピン１５０Ｐ）との
一方が配され、
　前記動力伝達機構は、前記裏側筐体に固定された固定ベース（モニタベース板１３Ｎ）
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に回転可能に支持され、前記長孔と前記ピンとの他方が配された連動回転体（駆動ギア１
５０）を備え、
　前記長孔には、前記表示部が前記特別位置に配されたときに前記ピンが配される位置に
前記ピンとの結合が解除される結合解除部（大開口部１３４Ａ）が設けられている特徴Ｄ
３又はＤ４に記載の遊技機。
【０２１６】
　［特徴Ｄ７］
　前記ピンの端部には、前記ピンの外側面より外方へ張り出した抜け止め部（抜け止め部
材１５０Ｎ）が備えられ、
　前記長孔は、前記抜け止め部と係合する幅狭部（幅狭レール部１３４Ｂ）と、前記幅狭
部よりも幅広で前記抜け止め部と係合しない前記結合解除部と、を備える特徴Ｄ６に記載
の遊技機。
【符号の説明】
【０２１７】
　１０　　遊技機
　１１　　遊技板
　１３　　表示装置
　１３Ｇ　　表示画面
　１３Ｎ　　モニタベース板
　１４　　入賞カバー部
　１５　　入賞ベース部
　１９Ａ　　アウト口
　３２　　第２始動入賞口（開閉入賞口）
　３５　　第１大入賞口（開閉入賞口）
　３６　　第２大入賞口（開閉入賞口）
　３２Ｔ，３５Ｔ，３６Ｔ　　可動扉
　４０　　入賞樋
　８０　　メイン演出部材
　８１　　第１演出部材（第１の可動役物）
　８１Ｍ　　モーター
　８２　　第２演出部材（連動可動役物）
　８３　　第３演出部材（第２の可動役物）
　８３Ｍ　　モーター
　８５　　ガイドシャフト
　９０　　連結アーム
　９５　　トーションバネ
　９９　　可動役物
１００　　サブ演出部材
１０１　　可動役物ユニット
１０４　　直動部材
１０４Ｂ　　上部遮光板（第１の被検出部）
１０４Ｄ　　中間遮光板（第２の被検出部）
１１５　　上部フォトセンサ（第１の検出センサ）
１１６　　中間フォトセンサ（第２の検出センサ）
１１７Ｔ　　対向壁（対向部）
１１７Ｕ　　テーパー壁（テーパー部）
１１７Ｇ　　中間ガイド部（ガイド部）
１２１Ｇ　　上部ガイド部（ガイド部）
１３０　　ガイドシャフト
１３４　　長孔
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１３４Ａ　　大開口部
１３４Ｂ　　幅狭レール部
１３４Ｔ　　突片
１３４Ｔ１　　傾斜部
１４０　　駆動ベース
１５０　　駆動ギア
１５０Ｎ　　抜け止め部材
１５０Ｐ　　結合ピン
Ｒ１　　遊技領域
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【図１１】 【図１２】
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【図１５】 【図１６】
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【図２３】 【図２４】
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【図２７】 【図２８】
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【図３１】 【図３２】
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【図４１】 【図４２】
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【図４３】 【図４４】
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【図４７】 【図４８】
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